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【司会】 第 38回 成田国際空港騒音対策委員会を開催させていただき

ます。本 日の司会進行を務めさせていただきます成田国際空港株式会

社地域共生部の三邊と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、議事に従いまして、本委員会の委員長であります成田国際

空港株式会社代表取締役副社長・小堀よりご挨拶させていただきます。

委員長挨拶

【小堀委員長】 小堀で ございます。 どうぞ よろ しくお願 いいた しま
す。本 日は第 38回 成田国際空港騒音対策委員会 に ご出席賜 りま して本

当にあ りが とうございます。 日ごろよ り騒音等で ご迷惑 をか けてお り

ます けれ ども、 こうして順調 に成 田空港が運用できます のは地域 の皆

様方 の ご協力の賜物 と心 よ り感謝 申 し上げる次第で あ ります。

昨年の 3月 にこの騒音対策委員会 を開催す る予定で ございま したが、

ご存 じの とお り 3月 11日 にあの大震災が起 こりま した。急遠 中止 させ

て いただきま した けれ ども、皆様 には大変な ご迷惑 をおかけ し、 この

場 をおか りしま してお詫び 申 し上げる次第で あ ります。

3月 と申します と、ち ょうど 3年 前、 この騒音対策委員会の直前で

ございま した、あつて はな らない、成 田空港では初めての、フェデ ッ

クス による着陸失敗 による事故が ございま した。この 3月 23日 にも空

港内で 3年 目の ご冥福 をお祈 りす る式典 をや ったわ けで ございますが、

この フェデ ックスの事故の とき も翌朝 には運航 を開始 し、この 3月 11

日の大震災の とき も、出発便 に限定 いた しま したけれ ども、運航 を再

開いた しま した。 これ らの対応 につ きま して は航空会社の皆様 には大

変感謝 され、成 田空港 の危機管理対応 について大変な評価 をいただい

たわ けで あ ります。今後 とも色々な事案 に対応できるよ うに努 力 し、

安心・安全の成 田空港 として、 しつか りと着実 に運用 を続 けて まい り

たいと思 ってお ります。

この 1年 間 を振 り返 ってみ ます と、や は り 3.11の あの大震災が、ち

ょうど 10年 前の 2001年 にアメ リカで起 こりま した同時多発テ ロと同

様 に私たちの記憶 に長 く刻 まれ る ことになろ うと思 います。 この事案

は世界の経済 のみな らず、いろいろな面で私たちの価値観 を一変 させ

た大きな出来事 だ と思 います。 これか らの世の中、何が起 こって も不

思議でな い、そ んな気がいた しま した。私たちは、人間 としての生き

方 に、 どうい うふ うに生きてい くのだ ろ うとい う見直 しを改めて考 え

たのではないか と思 います。国 との関係、地域 との関係、家族 とは、

人間 とは、 さまざまな観点か ら絆 と申 しますか、そ ういつた ものの大



事 さを改めて痛切 に感 じた次第で あ ります。

大震災 と、 これ に続 く放射能 の事案 につきま して は、私たちの成 田

空港 にも大 きな影響 を与えま した。震災直後 は、外 国人のお客様 を中

心 に しま して、大 き く数が減少 いた しま した。前年 同期 と比べ ま して

約 60%ま で落ち込んだわ けで ございます。ただ し、夏以降は超 円高 に

支 え られて、まず 日本人の海外旅行 に行 く方が回復 し、年末 まで には

前年 と同様 の数 まで回復 いた しま した。今年度の見通 しで ございます

が、この 3月 末 まで には大体お客様で約 2900万 人、前年 同期比で 10%
減 の約 90%ま で回復す るだろ うと見込 んでいるわ けで ございます。

ところで、我が国の航空業界 は大 きな変革 の波 にさ らされてお りま

す。 まず、皆様 のおかげで合意 を受 けま した一昨年の 30万 回の合意。

そ して、羽 田空港の再国際化 とい うことで、成田空港で 8万 回、羽 田

空港で 9万 回、計 17万 回 といつた発着 回数が増えま した。増 えた こと

によ って、 日本国政府 としては、アメ リカ、韓国等 々、14カ 国 とのオ

ー プ ンスカイ政策が大 き く進展 したわ けで ございます。 これ までの二

国間協定、ある国が ジャンボ を飛ばせ ば こっち もジャンボ を飛ばすよ、

いつ いつ何便飛ばせ ば こっち も飛ばすよ とい う二国間の協定 じゃな く

て、その国 にス ロッ トが空 いて、 自分たちの航空機が うま く合 えば、

どんな航空機で も入 って こられ るとい うオー プンスカイ政策 に進んで

いるわ けで ございます。 これ は加速度的 に進 んでお りま して、大 きな

ビジネスチ ャンス と言 えるか も しれ ませんけれ ども、一方では既存 の

航空会社 と新規 の LCCの 生き残 りを懸 けた競争が始 まって いるわ け

で ございます。

一方 、空港側で も、アジア、例 えば仁川、上海 との熾烈な空港間・

都市間の競争が始 まって いるわ けで ございます。私たち成 田空港 は、

仁川 とか上海 とか 24時 間空港 を運用す る大空港 に負 けないよ うに、ハ

ブ空港の座 を取 って代わ られな いよ うに一生懸命競争力をつ け、戦 っ

て いかな けれ ばな らな いと思 って いるところで ございます。

今触れ ま した LCC、 いわゆる格安航空で ございます けれ ども、ヨー

ロッパでは約 3割 の航空市場が LCCに 奪われ ま した。まだ東 アジアの

方 で は、特 に 日本 で はほんの数 %で ござい ます けれ ども、今後 この

LCCが 航空市場 を席巻す ると申 しますか、大手航空会社 に取 って代わ

る勢 いで伸びて い くで あろ うと思 ってお ります。成 田空港で も、イー

スター航空、エアプサ ン航空が去年 の 7月 か ら運航 を開始 してお りま

して、 10月 にはスカイマー クさんが国内線 、旭川 とか、新千歳 とか、

福 岡 とか に飛ば してお ります。そ して、 この 7月 には、 日本航空 さん

が資本参加 してお ります ジェ ッ トスター・ ジャパ ン、8月 には、全 日



空 さんが資本参加 してお りますエアアジア・ ジャパ ン、 この 2社が成

田を拠点 として運航 を開始す ることにな ってお ります。そ して、当面

は国内線 を飛ばす予定で ございますが、徐 々に国際線 にも進 出す ると

い うことにな ってお ります。

成 田空港では、 まだ運用時間等規制が ございます。そ ういった意味

で、今 申 し上げたよ うな LCCが きちん と成 田に根づ くのか、どの くら

い定着す るのかは未知数で あ ります。そ ういった意味で は、今後 しっ

か りとこれ ら LCCの 動向 を注視 して いかな けれ ばな らな いと考 えて

お ります。

また、今週 の 31日 には ビジネスジェ ッ ト専用 ター ミナル とい うもの

が供用 を開始 いた します。成 田空港 はさまざまなニーズに対応で きる

よ うな、いわ ばマルチ ファンクシ ョンエアポー トを展 開 して、色 々な

ことに対応できる空港 として着実 に歩 んで まい りたい と思 ってお りま

す。

以上のよ うに、本年 は成 田空港 にとって大きな変革の年 にな ると思

ってお ります。今後成 田は、大手航空会社の路線拡大、LCCの 新規就

航がきちん と定着 して、名実 ともに我が国の基盤空港 とな って い くの

か、成長 して い くのか、あるいは我が国の経済 と同様 に足踏み し続 け

て しまうのか、そ の分かれ 日として大事な年 と認識 してお ります。 当

然の ことなが ら、成 田空港 は 日本 の表玄関 と して これか らも、せ っか

く皆様 に育てて いただ いた ものですか ら、 日本 の表玄関 として着実 に

歩 んでいかな けれ ばな らな い、そ うして まい りたい と思 います。それ

には皆様 との信頼関係 をこれか らも築いて運用 し続 けてい くことが大

前提であ ります。

1月 に開催 された四者協議会 におきま して、30万 回の合意 に当た り

お約束 しました 「環境対策 、地域共生策 の基本的な考 え方」 の進捗状

況 を説明 し、 ご了承 いただきま した。基本的な考 え方 に基づいて騒音

対策、地域共生策 を着実 に進 め、30万 回を実施 して いくことが地域 と

ともに成長 して い く成 田空港の基本原則です。そ して、子供たちの明

るい未来 に向か って一緒 に力を合わせて地域づ くりに取 り組み、地域

に愛 され る空港 に して いきたい と考 えてお ります。

どうか これか らも、地域 と成 田空港 のさ らな る共生・ 共栄の実現 に

向けて努 力 して まい ります ので、今後 ともよろ しくご協力のほ どお願

い申し上げまして、ご挨拶にさせていただきます。ありがとうござい

ました。

【司会】 ありがとうございました。それでは、大変恐縮ではござい



ますが、報道関係者の皆様方におかれましてはご退出をお願いいた

ます。

委員紹介

【司会】 続きまして、本 日ご出席の委員の皆様方をご着席順にご紹
介させていただきます。

【※別紙名簿に従い、出席している委員を紹介】

議事録確認者の指名

【小堀委員長】 それでは、 これか らは座 って議事 を進行 させていた

だきます。ただ いまか ら議事報告等 に入 らせて いただきます けれ ども、

議事要 旨を確認 いた します ので、後 日、委員 の代表 の方お二人 に内容

等 について確認 いただきた いと思 ってお ります。議事録確認者 の ご指

名 につきま して は私 に一任 して いただきた いと存 じます。よろ しくお

願 いいた します。

それでは私か ら指名 させていただきますが、多古町の菅澤委員並び

に河 内町の野高委員のお二 人にお願 いいた します。 どうぞ よろ しくお

願 いいた します。

【司会】 それでは本 日の議題 に入 らせて いただきます。お手元 にお

配 りしてあ ります資料 を基 に進 め させて いただきます。まず議題報告。

「成 田国際空港 の現状 と今後の取 り組み につ いて」弊社取締 役常務執

行役員 。斎 田か ら、そ して、「平成 23年 度環境対策実施状況 について」

は、地域共生部担 当部長の月岡よ り報告 させていただ きます。 また、

議題報告終 了後 10分 程度の休憩 を設 けさせていただき、その後 引き続

いて質疑応答 に入 らせて いただきますので、よろ しくお願 いいた しま

す。それでは、お願 いいた します。

議 題 報 告

【議題 成田国際空港の現状と今後の取り組みについて】

【NAA(斎 田取締役)】  ただいま紹介いただきました成田国際空港
株式会社 の斎 田で ございます。私か ら議題報告 といた しま して、成 田



空港 の現状 と今後 の取 り組 み につきま して ご報告 させて いただきたい

と思 います。先 ほ ど冒頭、副社長の方か らも報告 しま した とお り、昨

年 の 3月 11日 、成 田空港 は、大震災、福島原発事故の大 きな影響 を受

けま したが、おか げさまで現在ではほぼ震災前の状況 に戻 りつつ ござ

います。また、一昨年 の 10月 に地域 の皆様か ら合意 をいただきま した

30万 回に向けての容量拡大ですが、現在、誘導路 の整備、エプ ロンの

整備等 の工事 を進 めるとともに、LCCな どの誘致 について も積極的 に

取 り組 んで いるところで ございます。本 日はお手元 に資料 を用意 させ

て いただきま した。限 られた時間で は ございますが、 この資料 に沿 っ

て ご説明 させて いただきたいと存 じます。

まず成 田空港 の運用状況 について ご説明 したい と思 います。2ペ ー

ジを ごらん くだ さい。 これ は開港か ら 2010年 度 までの成 田空港の運

用実績 の推移 を表 した もので ございます。過去 に何回か、米国多発テ

ロ、SARS、 世界的な経済危機等で落ち込む年 は ございま したが、全体

的には右肩上が りに順調 に推移 して いるところで ございます。若千、

2010年 度 とい うことで数字が古 くな ってお りますが、2010年 度 は旅

客数 3200万 人、発着回数 19万 1000回 、貨物量 200万 t弱 とい うよ

うな形で、上期 はおか げさまで発着 回数等 も増やす ことができま した

が、下期 は羽 田国際化、円高、尖閣問題等で、かな り落ち込みがひ ど

くな ってきた ところで ございます。そ こに追 い打ち をか けたのが 3月

11日 の東 日本大震災 とい うことで ございま した。

次 のページを ご覧 くだ さい。これが 2011年 度 に入 っての大震災 の影

響 を表 した もので ございます。左上 にあ りますのが国際線 の発着回数

で ございます。5年 間の数字が折れ線 グラフで出てお りますが、赤 い

折れ線 グラフが 2011年 とい うことで ございます。ご覧の とお り、4月

には対前年度 89%ま で発着 回数が下が って まい りま した。しか しなが

ら、その後 LCCの 就航、全 日空 さんの増便等があ りま して、1月 現在 、

ほぼ前年度 と同 じくらいの ところまで回復 して まいってお ります。

左下 にあ ります国際線旅客数、これ も震災後の 4月 には 61%く らい

まで落ち込み ま した。 しか しなが ら、 円高 による 日本人旅客増、外国

人 も徐 々に回復 しま して、 これ も 1月 にはほぼ 100%に 近 い くらい戻

って きてお ります。3月 の直近の速報値で も 105%と 回復 して きてお

りますので、今後 さ らに回復す る ことに期待 して いるところで ござい

ます。

右上は国際貨物取扱量で ございますが、貨物 自体 はそれ ほ ど大 きな

影響 は ございませ んで した。ただ、輸出入、仮陸揚 げで見た ときに、

や は り輸 出が、 円高、欧米経済停滞 とい う形で、 ここら辺が まだ戻 っ



てきてな い状況が続 いて いるところで ございます。給油量 につきま し

ては、発着回数減、機材 の小型化等で例年か ら比べ る とかな り低 い数

字 にな って いるとい うのが現状で ございます。

4ペ ージをご覧 くだ さい。 これ は成田空港の取扱量 を世界 と比べた

ときの ランキ ングを表 した もので ございます。2010年 とい う暦年の数

字で ございますが、現在、航空 自由化が世界の潮流 にな ってきてお り

ま して、空港間競争 も非常 に激化 して いる現状で ございます。上が旅

客数で ございます。2010年 は成 田は 9位 とい うことにな ってお ります。

実 は 2009年 度 は第 8位 で ございま した。2010年 度 は 9位 にな って い

ますが、これ は下期 の減少が影響 しているもの と思われ ます。一方で、

アジア・ 中東の伸びが顕著で ございます。 ソウル、 ドバイ、 シンガポ
ール、香港、こういうところはすべて 10%以 上の伸び を示 していると

い うことにな ってお ります。

下が貨物量で ございます。貨物 は 2005年 には成 田空港 は世界で第 2

位 の取扱量で ございま した。それが 2009年 には第 4位 にな り、2010

年 には第 7位 とい うことにな ってお ります。先ほ どの数字 を見て もら

って もわか る とお り、成 田の取扱以上に他空港 の伸びが顕著 とい うこ

とで、上海、フランクフル ト、パ リ、こうい うところは 20%以 上の伸

び を示 して いる とい うことにな ってお ります。

次 のペー ジですが、 このよ うに成 田の取扱量はランクが下が つてお

りますが、 ここか らい くつか私 ども成 田空港 の国際拠点空港 としての

強み につ いて順次説明させて いただきた いと思 って います。一つは、

成 田は国際線ネ ッ トワー クが実 に充実 しているとい うことで ございま

す。昨年 3月 には、中東、マカオ、カルガ リー にもネ ッ トワー クを拡

大 し、 この 2010年 下期スケジュールで見 ます と、33カ 国、3地域、

91都市 と結 ばれているとい うことにな ってお ります。今後 さ らにこの

ネ ッ トワー クを広げて いけれ ば と考えてお ります。

次 の 6ペ ー ジを見て いただきます と、 このネ ッ トワー クが アジアの

主要空港 と比較 しま して も、世界各地 に向け、非常 にバ ランスの とれ

た路線構成で あると。 これ も成 田空港の特徴だ と思 ってお ります。真

ん中にあ ります 円グラフ、 これが成 田で ございます。網か けにな って

いる部分が ございますが、 この網か けの部分がアジア路線で ございま

す。アジア路線が約 50%。 黄色の部分 とオ レンジの部分が あ りますが、

これが欧州 と北米。これ を合わせ ます と約 30%と い うことで、特 にア

ジア と北米 を結ぶ結節点 とい う大 きな役割 を成 田空港 は担 って いると

い う点で ございます。 ほかの空港 を見てみ ます と、仁川、香港、チ ャ

ンギ、 ここらは約 8割 はアジア路線。上海な どを見 ます と、 自で塗 ら



れて いな い部分が あ りますが、 これ は国内線 とい うことにな ります。

このネ ッ トワー クと、バ ランスの良い とい うことが成 田の特徴で ござ

います。今後 30万 回への容量拡大、オープ ンスカイ政策 の推進 によ り

ま して、成 田空港 の強みで あるネ ッ トワー クが さ らな る拡大 を して
い

くことに期待 しているところで ございます。

7ペ ージを ご覧 くだ さい。 もう一つの成 田空港 の強み とい うのは、

他空港 に類 を見 ない、極 めてバ ランスのよい三大ア ライア ンスが形成

されているとい うことで ございます。 ブルーの部分 は、全 日空 さん、

ユナイテ ッ ドさんを中心 とす るスターアライアンス。赤が、JALさ ん、

アメ リカ ンが形成 します ワンワール ド。緑が、デル タを中心 としたス

カイチームで ございます。左上 に成 田空港が ございますが、それぞれ

37%、 23%、 25%と 、非常 にバ ランス良 く形成 をしているということ

で ございます。 これ は、三大 アライア ンスが成 田空港 を東アジアにお

ける重要拠点空港 として位置づ けて いる証拠 だ と考 えてお ります。各

アライア ンスは効率的な運用 を求めてお りま して、例 えばラウンジ
の

共 同利用だ とか、路線 の集約、乗 り継 ぎの利便 向上、 こう
い うものが

求め られて いるわ けで ございます。 アライア ンスが一つの同 じタ
ー ミ

ナル に入 つてお ります と、 こうい うことが非常 にや りやす くな ると
い

うことで、 こうい うものにいか に対応 して い くか、 これ も空港間競争

の一つの大きなポイ ン トだ と考 えてお ります。そ うい うことか らも、

アライアンスをターミナルごとにバランスよく置いている、これは成

田空港の大きな強みだと見ているところでございます。

次に 8ペ ージでございますが、ここには成田空港のアクセスについ

て記載させていただきました。これまで成田空港は遠いということで、

私どもにとっても非常に大きな課題でございました。しかし、2010年

7月 17日 に成田スカイアクセスが開業いたしまして、都心までの距離

がぐっと近くなりました。都心から空港までを 36分 という時間は欧米

の主要空港にも引けをとらない数字で、利便性が大いに向上したとこ

ろでございます。

なお、国では今、羽田 0成 田両空港間の利便性向上、一体的活用の

推進を図るために、東京駅を経由して結ぶ押上一泉岳寺間に短絡線を

整備 して、成田一羽田を 50分 で結ぼうという計画を持っております。

この件に関しましては地域の皆様からも非常に強い要望があるところ

でございますが、私どももこの計画の早期実現を期待しているところ

でございます。

次の 9ページでございますが、これは私どもの本年度の通期業績予

想を表したものでございます。今年度は震災、原発事故の影響で経営



にも大 きな影響が ございま した。航空取扱量 も、当初見通 しと
い うと

ころを見ていただ くとわか りますよ うに、2010年 に比べて大 き く減少

す るだろ うとい う予測 を してお りま した。 当初の取扱量見通
しでいき

ます と、下の業績予想ですが、当初 はマイナス 32億 とい うことで、私

どもは民営化後初 めての赤字 も覚悟 した ところで ございます。 し
か し

なが ら、発着回数、旅客数の回復 によ りま して、中間期の見直 し
では

航空発着回数 18万 8000回 、航空旅客数 2900万 弱 とい う見直 しを し

た結果、最終利益 も 32億 と修正 させていただきま した。最終的な決算

にお きま して数字が どの くらい変わ るか とい うことはあ りますが、多

分黒字 は確保で きるだ ろうと考 えてお ります。 しか しな
が ら、前年度

と比較 します と減収減益 とい うことにな ります。最終 的な数字
につき

ま して は 5月 の決算発表が あ りますので、詳細 につきま しては皆様 の

方 に ご報告 させて いただきたい と考 えているところで ござ
います。

10ペ ー ジ以降で 30万 回の容量拡大 に向けた取 り組み について ご説

明させて いただきます。 11ペ ー ジで ございますが、一昨年 の 11月 に

30万 回までの容量拡大 について合意 をいただきま した。それ以降色
々

な取 り組み をや つていますが、この表 は、何 を改善 し整備す る
ことで、

いつの段階で どの程度容量が拡大す るのか、そ の具体 的なスケ
ジュー

ル を示 した もので ございます。一番左 に、施設面、運用面
の整備 とい

う欄が ございます。 この緑、オ レンジ、赤、ブルー、 これが NAAの

行 う整備で ございます。 自抜 きの部分の、運用制限
の緩和、同時離発

着運用 の導入 とい うのは国の施策で ございます。私 ども空港会社
は、

容量拡大 のため新たな誘導路や駐機場 を段階的 に整備 して
いきます。

一方で国は、管 制運用 につ きま して、運用制限の緩和や、新
たな同時

離着陸運用の導入 をして いただ く、これ らによ りま して
2011年 度末 に

は 25万 回 まで、2012年 度末 にはオープ ンスカイ政策 に合わせて 27

万回 まで拡大す る計画で ございます。その後 は最短で
2014年 まで に

30万 回の施設整備 も可能 とな って いるところで ございます。右側
の方

は、羽 田の年間発着能 力増大のスケジュール も併せて見て
いただけれ

ば と思 つてお ります。

次 の 12ペ ージで ございますが、今 ご説明 しま した 2012年 度末の 27

万回 に向けた施設整備で ございます。左上に、
への字誘導路 の改良 と

い うのが あ ります。 ここは用地の関係か ら一部誘導路が
への字 に曲が

って いる とい うことで、運用上非 常 に非効 率な運用 を して
お りま した

が、おか げさまで 2011年 3月 10日 に ここの改良が終 了いた しま した。

これ によ つて実 際の運用 はほぼ直線 と同 じよ うな運用が可能
にな って

いるところで ございます。今現在進 めてお ります のは、
2013年 3月 の



供用 を目指 して、左側 にあ ります B滑 走路の西側誘導路 の新設、右側

の方 の横堀地区のエプロンの新設、新たな誘導路の新設 を行 って いる

ところで ございます。これ によ りま して 27万 回 までの施設整備が完 了

とい うことにな ります。

次 に、容量拡大 に向けての具体 的な国内線 の新規就航、LCCの 乗 り

入れ につ いて ご説明 させていただきたいと思 います。2011年 の 10月

30日 よ リスカイマー クが成 田シャ トル構想 とい うことで就航 を開始

して いただきま した。既 に成 田空港か ら旭川、札幌、那覇、福 岡、神

戸 に就航 してお りま して、今後仙台 にも路線網 を拡大す る予定で ござ

います。今度の夏 ダイヤですが、ANAさ んの方か らも新潟便が就航す

る ことにな りま して、実際 に成 田か らの国内線 とい うのは これで 11路

線 、日に 43便 の国内線が飛ぶ ことにな りま した。この国内線 の就航 と

い うのは、当然、内際乗 り継 ぎの利便性向上 とい うの もあ りますが、

一方で、空港周辺の市町の皆様 をは じめ、千葉県 民 に とって も国内 を

結ぶ足 として大 いに利便性が向上す るとい うことにな りま したので、

ぜひ ご利用 いただ けれ ばと考 えて いるところで ございます。

次 の 14ペ ージですが、 これ は成 田空港 にお ける LCCの 乗 り入れ に

ついて ご説明 した いと思 います。LCCと い うのは ヨー ロッパ、アメ リ

カ国内で 3割 近 いシェアを占めるよ うにな ってきてお ります。そ して、

国土交通省の成長戦略の中で も、成 田空港 にお ける LCCの 参入促進、

この後出て まい ります ビジネスジェ ッ トの受 け入れ による、アジアの

ハ ブ空港 としての機能強化が うたわれて いる ところで ございます。 こ

れ まで NAAも LCC誘 致 に向け積極的なプロモー シ ョンを展開 してき

てお ります。そ うい うこともあ りま して、最初の LCCと いうのは 2008

年 12月 18日 にジェ ッ トスターが入 ってきてお りま した。その当時は

まだ LCCと いう大きな くくりではなか ったか と思 います。しか し、昨

年の 6月 にエアプサ ンが釜 山に週 7便 、7月 にはイースター航空が仁

川 に週 7便 とい うことで、韓 国系の LCCが 入 ってきたわ けで ございま

す。その後、国内線 としてスカイマー ク、 これ は順次路線 を増や して

いただ いて いる ところで ございます。それか ら、今年 の夏ですが、 7

月 3日 か ら、」ALさ んが資本参加 してお ります ジェ ッ トスター・ ジャ

バ ンが関西、福 岡、札幌、沖縄 に飛ぶ とい うことが発表 されてお りま

す し、全 日空 さんが資本参加 したエアアジア 0ジ ャパ ンも 8月 か ら札

幌、福 岡、沖縄 に飛ばす とい うことを聞いてお ります。 さ らに、エア

アジア・ジャパ ンは国際線 としま して 10月 ごろか らはソウル、釜 山に

も飛ぶ とい うよ うなプ レス発表が出て いるところで ございます。私 ど

もとしては、この LCCの 促進 を図 り、ネ ッ トワー クの拡大等が もっと



広が るとい うことを期待 しているところで ございます。

このよ うに LCCが 乗 り入れ るとい うことで国際線 もかな り増 えて

くるとい うことで、それ に見合 った施設整備 も今進 めて いるところで

ございます。 15ペ ージで ございますが、 これは LCCの 国内線増築工

事 を現在進 めてお りま して、左側 に北側 国内線 のバスゲー トをつ くっ

てお ります。約 2400平 米、2階建て。ち ょうど私 ども NAAの 本社 と

2ビルの間 くらいの位置 にな ります。 ここに出発ゲー トをつ くると。

これ は 2012年 の 11月 くらいの供用 を予定 して いるところで ございま

す。

それか ら、右側 の方 にあ ります、南側 の国内 線施設、 こち らは 2ビ

ルの本館 と 2ビ ルの国内線 の間の部分ですが、 ここに約 4100平 米 く

らいの建物 を建て、チ ェ ックイ ンロビー、到着のバスゲー トを計画 し

ているところで ございます。ここは 2012年 の 10月 ごろの供用 を予定

してお ります。一方、本格的な LCCタ ー ミナル につきま しては現在検

討 中で ございますので、計画が固まった時点で皆様 には ご報告 したい

と考 えて いるところで ございます。

最後 の部分で ございますが、ビジネスジェ ッ トの乗 り入れ促進です。

LCCと ともに国土交通省 の成長戦略 の中で もビジネス ジェ ッ トの乗

り入れ促進が うたわれてお りま して、アジア地域 の経済成長の取 り込

みの視点か らも、私 どももビジネス ジェ ッ トの取 り込みが重要だ と認

識 して いるところで ございます。 これ まで成 田空港で は ビジネスジェ

ッ ト乗 り入れのための施策 をい くつか進めて きてお ります。例 えば、

駐機スポ ッ トを当初 の 10ス ポ ッ トか ら今 18ス ポ ッ トくらいまで増設

を計画 してお ります。それか ら、駐機可能 日数 も 7日 間 しか駐機でき

なか った ものを 14日 間 に延長す る。ビジネスジェッ ト利用のお客様 は、

今 までは電話で NAAな り東京航空局の方 とや りと りしてお りま した

が、それがイ ンターネ ッ トで空き状況が見 られ、イ ンターネ ッ トで 申

し込みができるとい うよ うな Web化 の作業 を進めてお りま して、既 に

空き状況 につ いてはイ ンターネ ッ トで見 られ るよ うな形 にな りま した。

それか らもう一つ、 ご利用者か ら一番要望 の多か ったのは、一般のお

客様 と別 のルー トで出入国検査がで きる専用 ター ミナルの整備 という

ことでございました。専用の CIQル ー トを通ることによってプライバ

シーの確保等が可能になるということから、図面にありますように、

もともと」ALさ んがお使いになったオペレーションセンターの 1階 を

利用 しましてビジネスジェットの専用施設の整備を進めていて、この

3月 31日 から供用を開始するということにしております。

こういう、LCC、 ビジネスジェットを入れることによりまして、我

10



が国の競争力強化 、経済成長 に貢献できれ ば と考 えて いるところで ご

ざいます。

非 常 に駆 け足で 申 し訳 ございませんで したが、以上で私 の説明を終

わ ります。私 どもは地域 の皆様か らいただきま した成 田空港 の将来の

財産 とも言える 30万 回容量拡大 に向けて、その実施 を確実 にす ること

によ りま して地域経済 の活性化や、今 は若千減少 しま したが、雇用 の

拡大、30万 回 にな ります と 7万 人に雇用が増 えるとい う経済波及効果

の調査 も出ている くらいです。そ ういった地域への経済波及効果 に貢

献できるよ うに これか らも頑張 って いきたい と思 って います。地域 の

皆様か ら成 田空港が あって良か った と言われ るよ うな空港づ くり、地

域づ くりを推進 して い く所存で ございますので、引き続 き成 田空港ヘ

の ご理解・ ご協 力 をお願 いいた しま して私 の説明 を終わ りに したいと

思 います。 ご清聴 あ りが とうございま した。

【議題 平成 23年 度環境対策実施状況 につ いて】

【NAA(月 岡担 当部長 )】  成 田国際空港株 式会社地域 共生部 の月岡
です。私か らは、平成 23年 度環境対策 の実施状況 につ いて ご説明 させ

て いただきます。

平成 23年 度環境対策実施状況 について とい う A4横 の資料 をご覧 く

だ さい。 1枚 め くって いただきまして、 まず航空機騒音測定 の実施状

況 を説明いた します。成 田空港周辺で は航空機 の離発着 に伴 う騒音の

実態 を把握す るため、104局 の固定局があ り、24時 間態勢で騒音の監

視 を行 っています。その内訳 につきま しては右下 に一覧表 に して あ り

ますが、千葉県 23局 、茨城県 10局 、成 田市 25局 、多古町 1局 、芝

山町 9局 、横芝光町 1局 、山武市 1局 、NAA34局 とな って います。

平成 23年 度 にお きま しては成 田市 さんの中郷小学校が他校 に統合 さ

れた ことによ りま して、そ こに設置 してあ りま した NAAの 固定局 を 4

月に撤去 した ことか ら 1局 減 りま して、全体で 105局 か ら 104局 で騒

音監視 を行 っているところです。

次のペー ジを ご覧 いただきたいと思 います。 こち らは環境対策実施

状況 を、平成 24年 3月 末の見込み額ですが、今年度 どのよ うな状況だ

ったか とい うことを ご説明 させて いただきます。 まず表の見方 として

は、縦軸 に環境対策事業の具体的な項 目を、横軸は左か ら全体計画数、

次の欄 に平成 22年 度末の累計、その次 に平成 23年 度実施見込みで、

今年度の環境対策 の実施状況 の欄 とな ります。今年度 につきま しては

項 目の補足説明を しなが ら上か ら説明させて いただきたいと思 います。



1、 学校等防音工事 として、防音工事 1施 設、空調設備機能回復 4

施設 を実施 し、計 2億 円を支出 しま した。

2、 共 同利用施設整備 は今年度 は実施 してお りません。

3、 住宅防音工事 は、成 田空港の年間発着枠 30万 回への容量拡大 に

対応す るため、平成 23年 4月 1日 に国土交通省 にお いて騒防法の第 1

種 区域 を追加指定す る告示がな された ことか ら、第 1種 区域 に新た に

9戸 の住宅が住宅防音工事 の助成対象 として追加 され、NAAが 実施す

る告示 日後住宅 として、 これ はあ くまで も見込み数ですが、817戸 が

住宅防音工事 の助成対象 とな りま した。今年度の実施状況 につ きま し

ては、住宅防音工事 61戸 、空調設備機能 回復 226台 、空調設備機能

回復再更新、 これ はいわゆる 2回 目ですが、 186台 を実施 し、計 3億
円を支出 しま した。

4、 移転補償等 は、成 田国際空港の年間発着枠 30万 回の容量拡大 に

対応す るため、平成 23年 11月 11日 に千葉県 にお いて騒特法の航空

機騒音障害防止特別地 区、いわ ゆる住宅が移転対象 とな る防止特別地

区が見直 された ことか ら、成 田市、芝山町、横芝光町で計 42戸 の住宅

が新た に移転の対象 とな りま した。今年度 の実施状況 は家屋移転 5戸 、

土地買収 5.5ヘ クタール を実施 し、計 8億 円を支 出 しま した。

5、 緩衝緑地整備 は今年度は実施 してお りません。

6、 電波障害対策は、地デジ移行後、地デジの電波は航空機の影響に

よるテレビ受信障害は基本的には発生しないため、NAAと してテレビ

受信対策を実施する必要がなくなりました。しかしながら、地デジ完

全移行に向けて、山陰などの地デジの地形難視地域において住民の方

が自主管理組合を設立し、NAAが設置した共同受信施設の無償譲渡要

望があった施設についてはすべて譲渡が完了し、平成 23年 7月 24日

の地デジ放送切 り替え時には全施設 169施設が地デジの視聴が可能と
な りました。なお、NAAに おきましては地デジ対応終了後においても

NAAの 相談窓回は当面継続することとしております。

7、 騒音測定等は、航空機の騒音測定、大気質、水質測定などに係る

経費ですが、計 3億 円を支出しました。
8、 施設整備等は、航空機騒音監視システム、飛行コース監視システ

ムなどの整備または維持に係る経費ですが、今年度は大きな支出はあ

りませんでした。

最後に 9、 周辺対策交付金等は、空港周辺の 2県、10市町が行 う、
航空機騒音等により生じる障害の防止などの事業に対して NAAは 周

辺対策交付金を交付していますが、今年度は約 40億 円を支出しました。

また、今年度は自治体から要望のあった項目、例えば直下対策の対応、

12



共 同受信施設の突発的修繕等 について、NAAは 関係す る自治体 と交付

金会議で協議 の上、周辺対策交付金の使途 の拡大 も行 ってお ります。

すべて を合計 します と今年度の環境対策事業費は 56億 円見込んで

います。 これ までの環境対策事業の累計額 は 3690億 円とな ります。

以上で私か らの平成 23年 度環境対策実施状況の報告 とな ります。あ

りが とうございま した。

【司会】 あ りが とうございま した。以上 をもちま して議題報告 を終
了させて いただきます。次 の質疑応答 に入 らせて いただ く前 に少々休

憩 をと りたい と存 じます。約 10分 程度 と りたいと思 いますので、切 り

のいいところで 15時 10分 か ら再開させていただきたい と思 いますの

で、お時間 まで にお席 にお戻 りくだ さい。再会時刻 は 15時 10分 とさ

せて いただきます。それでは休憩 に入 らせて いただきます。

(休 憩 )

【司会】 成田市長・小泉様がご到着されています。成田市長・小泉

様でございます。

【成田地区部会 (小 泉委員)】 大変遅れまして申し訳ございませんで

した。よろしくお願いいたします。

【司会】 それでは、引き続き質疑応答に入らせていただきます。質

疑応答につきましてはおおむね 17時 ごろの終了をめどにさせていた

だいてお りますので、あらかじめご了承いただきたいと存じます。ま

た、質疑応答が終了した後、別室におきまして懇親会を開催いたした

いと思っておりますので、ぜひとも皆様方におかれましてはご出席い

ただきますようお願い申し上げます。

それでは質疑応答に入りたいと存 じます。委員長、よろしくお願い

いたします。

【小堀委員長】 それでは、ただいまから質疑応答に入らせていただ

きます。進行の方から申しましたように 17時 をめどに終了させていた

だきますので、時間も限られてお りますことから、各部会ごとに順次

ご報告いただければ幸いに存じます。なお、質疑に対する答弁につき

ましては、当方あるいはご出席いただいてお ります国土交通省の方、

千葉県の方等から答弁させていただきますので、よろしくお願いいた
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します。少 し長時間にな りますので、質問者・ 回答者 ともに座 った ま

までの報告 をお願 いいた します。

それでは、最初 に成 田地 区部会 の小泉委員か らお願 いいた します。

【成 田地 区部会 (小 泉委員 )】  はい。座 った ままで失礼 いた します。
本 日は成 田地 区部会か らは成 田市議会 の宇都宮議長、同 じく青野空港

対策特別委員長、住 民の代表 としま して成 田空港騒音対策地域連絡協

議会 の堀江副会長、郡司事務局長の 5名 で出席 させて いただいてお り

ます。成 田地区部会 につきましては先月 15日 に開催 させていただき、

その席上、さまざまな意見 0要望が出され ま したが、それ らを整理 し、

6項 目について発言 させて いただきたいと思 います。

1点 目は、同時離着陸方式導入 による騒音測定値 の公表 についてで

あ ります。昨年 10月 20日 か ら同時離着陸方式が開始 された ことか ら、

本市で組織 されてお ります成 田空港騒音対策検 討委員会 と、騒音地域

の住 民組織であ ります成 田空港騒音対策地域連絡協議会 の常任理事 の

方 々によ り、昨年 11月 11日 に市内 2カ 所で航空機騒音の現地視察 を

行 いま した。 まだ発着回数がそれ ほ ど伸びて いな い こともあ り、完全

な同時離陸 を体験す る ことはで きませんで したが、AOB両 滑走路 に係

る第 1種 区域 に挟 まれた谷間地域 にお住 まいの方 々は今後の騒音 に対

して不安 を感 じてお ります ので、離陸時の ピー クで ある 9時 台か ら 11

時台、着陸時の ピー クとな る 14時 台か ら 16時 台 について、時間帯別

の騒音 とい うのを調査の上、定期 的 に公表 され るよ うお願 いいた しま

す。

2点 目は、新たな航空機騒音評価指標 に基づ く区域指定 についてで

あ ります。平成 25年 4月 1日 か ら評価指標 は WECPNLか ら Ldenに
変更 され る ことにな ってお りますが、 この移行 に当た って は騒音地域

住民への説明会 を開催す るとともに、住 民が不利益 を受 ける ことがな

いよ う、数値で騒音区域 を指定す るよ う提案要望 いた します。

3点 目は、共生財団による騒音対策助成制度の充実 と隣接 区域拡大

の見直 しにつ いてであ ります。騒防法第 1種 区域 にお ける防音工事 に

際 し、助成限度額 の制約 によ り空調機器 の設置台数が設置限度台数 に

満たな い住宅 に対 し、平成 9年 度か ら共生財団事業 による空調機器の

補完 工事が実施 されて いるほか、第 1種 区域 における後継者住宅や隣

接 区域 にお ける防音工事 にお いて も同様 に空調機器が設置 されてお り

ますが、いずれ も空調機器 の更新制度がな く、不公平な扱 いとな って

お りますので、早急 に制度化 され るよ う要望 いた します。 また、空港

容量拡大 に伴 う騒音対策 の拡充が図 られ る中で、隣接 区域では集落が
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分断 された形で線 引きされた ままとな って いる ことか ら、 ます ます格

差が大き くな り、区民の融和 による運営 にも支障 を来 しかね ませんの

で、集落 を分断 しないよ う区域拡大の見直 しを要望 いた します。

4点 目は、落下物対策 と安全運航 についてで あ ります。航空機か ら

の落下物 につきま しては、昨年 の春先 に空港北側か らの着陸機 による

落下物事故が発生 してお り、飛行 コース直下 にお住 まいの方 々か ら不

安 の声が寄せ られてお ります。国土交通省 にお きま しては、北側か ら

の着陸機 の落下物防止対策 を 3月 末 まで に一定の結論 を出 し、飛行 コ

ース直下の住 民に説明され る ことにな ってお りますが、現在 のコンタ

ーは騒音値 に基づ くもので あ り、落下物対策が加味 されたコンターで

はあ りませんので、騒音値及び落下物対策 を含 めた総合的な区域指定

の見直 しを行 って いただきた く要望 いた します。 また、落下物 による

損害補償 につきま して も、騒音下住 民が納得 され るよ うな充実 した補

償制度の確立 をお願 いいた します。

5点 目は、深夜早朝便 の運用 制限等 の遵守 についてで あ ります。現

在の深夜早朝 に関す る空港 の運用時間制限 につきま しては、国・空港

会社の指導 と航空会社の協力によ り、22時台の AOB両 滑走路 におけ

る発着 について、それぞれ 1日 10便 以下が遵守 されてお ります。しか

し、昨年 10月 に同時離着陸方式が導入 され、滑走路の渋滞緩和が期待

できるとして、遅延 によるずれ込み を考慮 した午後 8時台の飛行 回数

31回 の 自主規制が撤廃 され、その ことを危惧す る声 も聞 こえて まい り

ます。騒音地域住民 にとって安眠時間の確保 は、健康で安心 して住み

続 ける ことができる最低 の条件で あ ります。現在の深夜早朝の滑走路

運用時間制限 と深夜運航制限は、騒音地域住 民の最大限の譲歩である

との認識で、今後 とも誠実 に遵守 され ます よ う要望 いた します。

最後 に、騒音直下対策 としての民家防音工事 の施工内容 の充実 につ

いてで あ ります。成 田空港の年間発着 回数 30万 回への容量拡大 に伴 う

騒音直下対策 として、平成 22年 7月 13日 、芝山町及び成 田市の関係

6者 によ り、騒防法第 1種 区域及び A・ B両 滑走路 に挟 まれた谷間地

域 の民家 防音工事 内容の充実 について、空港会社 に対 し提案 されてお

ります。空港容量 30万 回への容量拡大 は、今後 も騒音地域 に住み続 け

な けれ ばな らない住 民にとって、今 まで体験 した ことのな い生活環境

の変化が予測 され る ことか ら、騒音防止対策事業の拡充 に対 しては、

騒音地域住 民 も大 きな期待 を寄せてお ります ので、民家防音工事の施

工内容の充実 につ いて、早期実現 に向けた ご支援 0ご協力 と、騒音直

下対策の財源確保 について格別 の ご配慮 を要望 いた します。

以上の 6点 について、成 田地区部会 にお ける要望 とさせていただき
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ますので、実現に向けた取 り組みをよろしくお願いいたします。以上

でございます。

【小堀委員長】 6間 、大変盛りだくさんのご質問でございますけれ

ども、6間 につき全部お答えいたしまして、さらに質問がございます

れば再質問していただければと思います。

まず第 1間 であります、同時離着陸方式導入による騒音測定値の公
表については NAAの 方から回答をお願いいたします。

【NAA(行 方部長)】  成田地区部会の質問について回答させていた
だきます。1点 目の、同時離着陸方式導入による騒音値の公表につい

てでございますが、同時離着陸方式による騒音の増加には空港会社も

注視しております。昨年 10月 か ら同時離着陸方式導入後の測定値は、

ご指摘のとおり発着回数がそれほど伸びなかったことにより、航空機

騒音値に変化は見られませんでした。しかしながら、発着枠が段階的

に増加することを踏まえ、今後も運用状況を見ながら騒音状況につい

て注視していきたいと思います。また、ご要望の時間帯の航空機騒音

値の公表でございますが、現状では技術面の課題があることから、関

係機関とご相談させていただきながら検討してまいりたいと考えてお

ります。以上でございます。

【小堀委員長】 第 2間 の、新たな航空機騒音評価指標に基づく区域

指定について、これは二つに分けた方がよろしいかと思います。騒音

の新たな区域指定については国土交通省の方からお願いし、騒音地域

住民への説明会については NAAの 方からご回答 していただきたいと

思います。それでは、国土交通省の成田室長であります加藤さん、よ

ろしくお願いします。

【国土交通省 (加 藤室長)】 国土交通省成田室長の加藤でございます。

ご回答の前に一言だけ申し上げたいと思います。先ほど来、空港会社

の方からもご説明がありましたとお り、成田空港オープンスカイの充

実による国際航空ネットワークの充実、あるいは LCCと か国内線の新

規就航、こういった動きが最近出てきております。また、私ども国土

交通省としましても、国土交通省成長戦略に基づいて成田空港という

ものを、旺盛な首都圏の国際航空需要に対応するためのメインの国際

空港なのだという位置づけをしまして、その機能向上を図って、アジ

アの中での有数なハブ空港を目指 していくのだという目標を掲げて取
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り組み を進めているところで ございます。ただ、 こういつた取 り組み

です とか、最近 さまざまな動 きが 出てきて いる こと、 これ もひ とえに

一昨年の秋 に地域 の皆様方 にご理解・ご協力いただきま して 30万 回の

合意 をいただいた こと、 これが非 常 に大 きいもの とな ってお ります。

改めて この場 をおか りして地域 の皆様方 に厚 く御礼 申 し上 げたいと思

います。

それで は回答 に入 らせていただきます。新たな航空機騒音評価指標、

いわ ゆる WECPNLか ら Ldenに 移行 され るとい うことについてで ご

ざいます。 ご承知 の とお り、航空関連 の環境基準 については環境省が

そ の基準 を定 めてお ります けれ ども、最近の騒音測定器の技術 的な進

歩です とか、国際動向に即 しま して、平成 19年 の 12月 に航空機 に係

る環境基準の評価指標 としま して、現在 の WECPNLと い う指標か ら

Ldenに 改正 を行 いま した。 この指標 につきま しては平成 25年 4月 か

ら適用す る こととしてお ります。 この適用 に向けて、現在各機関 にお

いて準備作業 を行 って いるところで ございます。私 どもとしま して も、

例 えば関係の政省令の改正です とか、あるいは Ldenの コンター を測

定す るための作成 プ ログラムの準備な ども進めて いるところで ござい

ます。 また、移行 に当た りま して は説明会の開催等 も含 め ま して、関

係機関 とよ くご相談 しつつ、速やか に移行できるよ うに準備 を進 めて

まい りたいと思 ってお りますので、よろ しくお願 いいた します。

【NAA(行 方部長 )】  問 2の 、新たな航空機騒音評価指標 に基づ く

区域指定 の うち、騒音区域住 民への説 明会の開催 につ いてで ございま

す。 これ につきま して は、騒音下 にお住 まいの住 民の皆様への説明会

につ いて は関係機関 と協議 を しなが ら調整 を図 つて きちん と対応 して

まい りたいと考 えてお ります。

【小堀委員長】 3番 目の質問でございます、共生財団による騒音対

策助成制度の充実と隣接区域拡大の見直しについて、これについては

NAAの 方から回答をお願いいたします。

【NAA(行方部長)】 3点 目、共生財団による騒音対策助成制度の充

実と隣接区域拡大の見直しについてでございますが、共生財団は従来

の騒防法の枠組みを超えた、地域の実状に即したきめ細やかな騒音対

策、周辺対策事業、いわゆる成田方式の騒音対策でございますけれど

も、これを実施することを目的に平成 9年 7月 に設立されたものでご

ざいます。現在、地域と空港との共生に極めて重要で欠くことのでき
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ない組織 とな ってお ります。 ご要望の共生財団事業 によ り設置 された

空調機器 の再更新制度 とか恒久化 については、関係機関 とも必要不可

欠な ものであるとい うことで認識が一致 してお り、本年 1月 27日 に開

催 された四者協議会 にお きま して、 同財団の新公益法人へ の移行 を速

やか に実施す る ことで合意 されてお ります。 また、隣接 区域拡大 につ

きま して は、 これ までの隣接 区域見直 しの経緯や騒音の影響等 を踏 ま

えま して、まず は関係機関の中で ご協議 いただいてや って いただきた

いと考えてお ります。

【小堀委員長】 間 4の 落下物関係でございますが、落下物対策と安
全運航について、これも回答を二つに分けたいと思います。一つは、

落下物対策については国土交通省の方から、落下物による損害補償に

つきましては NAAの 方からご説明させていただきます。まず落下物

対策について国土交通省の方から、よろしくお願いいたします。

【国土交通省 (加 藤室長)】 昨年 4月 に発生しました、空港北側にお

ける落下物事故の事案につきましては、まさに家人が農作業中に隣の

ビニールハウスを直撃するという、一歩間違えば人命にかかわる重大

な事故になりかねないものでございました。国土交通省としましては、

本件の発生を受けまして、原因となった航空会社に対して原因の究明、

再発防止の徹底を指導するとともに、成田空港を発着するエアライン

全社に対しまして機材の整備点検の強化、再発防止の徹底を求めたと

ころでございます。また、さらなる落下物を防止するための方策とし

まして、現在、航空会社あるいは航空機のメーカー、諸外国における

落下物の事象の調査などを行っているとともに、北側からの脚下げに

ついて工夫ができないかどうか、その可否も含めて検討を行っている

ところでございます。当初、年度内ということで目標を掲げて進めて

きたところでございますが、若干取 りまとめに時間がかかつておりま

して、近々に皆様方にご報告・ ご説明できるよう、取 り組みをさらに

進めていきたいと思っております。

また、落下物の補償制度についてでございますけども、現在、航空

会社が加盟する航空機落下物被害救済制度が既にございまして、例え

ば成田空港に新規に乗り入れようとする航空会社に対しては、空港会

社から被害救済制度に加盟するよう働きかける取り組みを行っている

と承知しております。

最後に、コンターとの関係ですけれども、コンターは騒防法、騒特

法といった騒音対策の法令に基づくものでございます。落下物対策と
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は制度 と しては別 の もの とい う位置づ けにな ってお ります けれ ども、

コンター とは別 に落下物の事案 をな くしてい くため に、引き続 き落下

物対策 に取 り組 んでいきた いと考 えて いるところで ございます。以上

で ございます。

【NAA(行 方部長 )】 4点 目の落下物対策 と安全運航 について、補償

制度 につ いて回答 させて いただきます。航空機か らの落下物 につ いて

は、空港周辺の住 民の皆様 に大変 ご迷惑・ ご心配 をおか け してお りま

して、まず は この場 をか りてお詫び 申 し上げた いと思 ってお ります。

特 に昨年 4月 に発生 しま した、成 田市荒海地 区における落下物の案件

につきま しては、住 民の方が農作業 されて いるす く
゛
近 くの ビニールハ

ウス に落 ちた とい うことで、非 常 に危険なケースであ りま した。それ

について もきちん と認識 してお りま して、大変 申 し訳な いと思 って い

る次第で ございます。落下物 を根絶す る ことはなかなか困難で あると

い うことで ございます けれ ども、そ の後 も関係者 ときちん と協議 を し

なが ら万全な安全対策 を進 めて いきたいと考 えて いるわ けで ございま

す。

補償制度で ございますけれ ども、国土交通省の加藤室長 と回答が重

な ると思 いますが、成 田空港 の離発着 による航空機か らの落下物 によ

る損害の補償 につ きま して は、落下物 を落下せ しめた航空会社が特定

された場合 には、 当該航空会社が被害者 に対 して賠償 を行 います。 ま

た、航空会社が特定 されな い場合 には、航空機落下物被害救済制度 に

よ り、落下物 に起 因す る人身 または財産上の損害 につ いて関連が ある

と推定 され る航空機 を運航す る航空会社間で 当該損害 の分担 を行 うこ

ととな ってお ります。 これ につきま しては 1事 故 当た り 5000万 ドル

が分担金 の上限 とな って いるとい うことで ございます。以上で ござい

ます。

【小堀委員長】 5番 目の質問で ございますが、深夜 早朝便の運用制

限等 の遵守 につ いて、 これ は国土交通省の方か らよろ しくお願 い しま

す。

【国土交通省 (加 藤室長 )】 深夜早朝便の運用制限等 の遵守 について

とい うことで ございますが、22時 以降の発着回数 につきま しては 10

便以下 とす るとい うことを地域 の皆様方 とお約束 してお ります。 これ

を遵守すべ く、引き続 き 22時 以降の航空機 の運航状況 を十分注視 して

まい りたいと思 っているところで ございます。また、2011年 の冬ダイ
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ヤ、昨年 10月 末か らで ございます けども、10月 20日 か ら同時平行離

着陸方式 を導入 した ことな どを受 けま して、成 田空港 の容量が 23.5万

回まで拡大 した とい うことが ございます。滑走路 の同時平行離着陸方

式の導入 によ りま して滑走路 の 1時 間当た りの能 力 も拡大す る ことが

可能 とな りま した。一方で、ダイヤ について見てみ ます と、 日本航空

の減便等 の影響 によ り、せ っか くの貴重な発着枠が活用 されて いな い

状況、特 に午後 8時以降の発着枠が活用 されていない とい う状況な ど

もございました。こういった状況 を踏 まえ、2011年 冬ダイヤの容量拡

大 に伴 いまして、22時台 10便 以下の遵守 に影響 を及 ぼさない範囲で、

発着枠 の活用 とい う観 点か ら、20時台 あるいは 21時 台の前半につき

ま しては他の時間帯 と同様 の発着回数 に した とい うもので ございます。

引き続 き地域 の皆様方 とのお約束 をきちん と守 って い くべ く、今後 と

も十分取 り組み を進めて いきたい と思 っているところで ございます。

以上で ございます。

【小堀委員長】 最後の第 6間 ですが、騒音直下対策として民家防音
工事の施工内容の充実について、 これは NAAか らお願いします。

【NAA(行方部長)】 6点 日、騒音直下対策としての民家防音工事の

施工内容の充実についてでございます。成田空港の容量拡大 30万 回に

伴う騒音直下対策につきましては、平成 22年 7月 13日 に成田市・芝

山町の両首長、両議会の議長、地元選出の県議会議員 2名 の 6者から

提案書をいただき、この財源確保に協力するよう提案を受けておりま

す。空港会社としてはこの提案を真摯に受け止め、空調施設の維持管

理費に係る補助制度及び固定資産税に係る補助制度の充実については

限度額を設定 し、特別交付金で対応することといたしました。今後は

民家防音工事の施工内容の拡充について、成田市、芝山町にお話を伺

いながら、実現に向けて協力してまいりたいと考えております。以上

でございます。

【小堀委員長】 以上、成田地区部会からの質問事項 6項 目について

回答させていただきましたが、いかがでございますか。よろしゅうご

ざいますか。どうもありがとうございます。

続きまして、芝山地区部会の委員でございます相川委員より、よろ

しくお願いいたします。

【芝山地区部会 (相 川委員)】 芝山地区部会からの要望をお願いした
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いと存 じます。本 日は当部会か ら、議会 を代表 しま して議会議長の川

口委員、芝山商工会長の戸井委員 と私の 3名 で出席 させて いただいて

お ります。よろ しくお願 いいた します。

地 区部会 を 2月 23日 に開催 しま して意見 を取 りまとめさせて いただ

きま したので、3点 について発言 させていただきます。 まず 1点 目で

ございます けれ ども、民家防音工事等 の一元管理 につ いてで ございま

す。騒音対策 の うち民家防音工事 については、法制度での対策 は空港

会社が実施 し、法制度 による対策 を補 うきめ細やかな対策 につ いては

成 田空港周辺地域共生財団が実施 し、法制度で救 えな い谷間地域 につ

いては市町が実施 して います。現在 3者が連携 して騒音下住 民の防音

工事 に対応 して いるわ けで ございます けれ ども、役場窓 口で受付 を行

いま して、現地調査、審査、検 査、補助金交付な どを各団体 で実施 し

て いるために、住 民 にとって は大変煩雑 にな って いるわ けで ございま

す。防音 工事 のデー タ管理 に当た って も 3組織が別 々に行 っていると

いう現状が ございます。そ のため、空調機器 の更新 あるいは再助成の

申請時の確認 に手間取 ることが多 々あるわ けで ございます。民家防音

工事 の対策 は漏れな く遅滞な く、そ してきめ細やかな対応 をす るため

には、住宅防音工事 あるいは空調機器の更新な ど、データを一元的 に

管理す る ことが最 良 と考 えます。防音工事な どの申請や相談 は住 民の

利便性 を確保す るため に従来 どお り役場窓 口で行 いま して、防音工事

あるいはデー タは共生財団が管理す る ことによ り、未実施住宅の解消

も含 め、スムーズ に対応 して い くことも可能 となるよ うに思 います。

防音工事 の一元化 について は、騒音直下対策 として実現 に向けて関係

者で十分な協議 を行 って いただき、早い時期での結論 をお願 い した い

と思 います。

2点 目で ございます。容量拡大 による環境な どへの影響調査 につい

てで ございます。平成 22年 10月 13日 に 4者 によ りま して容量拡大

に係 る確認書が結 ばれ ま した。容量拡大 による環境影響調査 につ いて

は、空港会社 は発着回数の増加、 これ は 25、 27、 30万 回 を踏 まえ、

生活環境な どへ の影響 を調査す るとともに、そ の結果 について関係者

と協議の上、地域 にわか りやす い形で公表す るもの とす ると確認書 に

盛 り込 まれて いるわ けで ございます。成 田空港 の発着枠 につ いて は本

年の夏ダイヤか ら 25万 回に、来年の夏 ダイヤ には 27万 回 に、最短で

2014年 には 30万 回にな るとお伺 い してお ります。地元住民は航空機

の発着 回数の増加 による生活環境な どへの影響 を心配 してお りますの

で、確認書で取 り交わ した とお り、調査内容 、調査方法、公表方法な

どについて協議 を始 めて いただきま して、そ の際 には実運航回数 の区
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切 りごとに住 民 にわか りやす い形で公表 をお願 い したい。 これが 2点
目で ございます。

3点 日で ございます。空港機能 の強化 についてで ございます。空港

会社 は、今後増加 して い く国内線就航 に対応す るために第 2旅客 ター

ミナル ビルで現行 の国内線施設 を拡充す るとともに、新たな国内線施

設の整備、あるいは以前よ り需要 のあった ビジネス ジェ ッ トの受 け入

れ並び に専用 ター ミナル の設置計画 を発表 されて いるわ けで ございま

す けれ ども、需要が増えつつある格安航空 LCCへ の対応 については今

後 さ らに検 討 中で あ り、決定 し次第発表す ると伺 ってお ります。空港

会社 は空港施設の整備 を段階的に行 ってお りまして、2011年 には駐機

場の増設、同時離着陸運用の導入 によ り年間発着能力 25万 回対応施設、

2012年 には新設誘導路 の供用 開始、新たな駐機場の増設 によ り、年間

発着能 力 27万 回対応施設が整備 され ます。成 田空港 の発着枠 30万 回

化 によ り容量不足が見込 まれて いる空港施設建設 につ いて は、既存 の

第 1・ 第 2両 旅客 ター ミナル とは別 の空港施設 を、AOB滑 走路 の中心

であ り、位置的 に有効な空港南側 の芝山町横堀地 区 を空港 に取 り入れ

て計画 され るよ う私 どもは提案 いた します。 また、現在千葉県 にお い

て協議 中のグ レー ドア ップ・ ナ リタの会議の中で も委員 の中か ら話題

の出ている、遠 い成 田空港 とい う概念 を払拭す るため にも、圏央道成

田小見川鹿島港線イ ンターチェ ンジか ら、はにわ道 Ⅲ期、 Ⅱ期道路 を

通過 し、空港 に入 る ことので きる道路 も必要不可欠だ と思 います。北

関東 あるいは東北方面か らの空港へ のアクセス道路 について も整備 を

して いただけますよ うに要望 したいと存 じます。

以上 3点 が芝 山地区部会か らの要望並び に提案で ございますので、

よろ しくお願 いいた します。

【小堀委員長】 あ りが とうございました。芝山地区部会か ら 3点 い

ただきま した。第 1点 の民家防音工事等の一元管理 について は NAA
か ら、容量拡大 による環境等への影響調査 について、 これ も NAAか
ら、空港機能 の強化 は二つ に分 けた いと思 います。最初の空港施設建

設については NAAか ら、空港 アクセス道路 の整備 について は千葉県

か らお願 い したい と思 います。

【NAA(行 方部長 )】 1点 日、民家防音工事の一元管理 についてで ご

ざいますが、成 田空港 にお ける騒音対策 につきま して は、騒防法 に基

づ く対策 は空港会社、法律でできな い谷間対策な どについては市町、

それ以外 の隣接 区域 のきめ細やかな騒音対策 は共生財団がそれぞれ担
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当 してお ります。 いわゆる成 田方式 と言 われ るもので ございます。 防

音工事 の一元管理 について、各市町及び共生財 団の ご担 当者 にお話 を

伺 いなが ら、検討 してまい りたい と考 えてお ります。

それ に先立 ち空港会社 でデー タの一元管理 を、 との ご要望で ござい

ますが、 自治体が対策 を行 つてい る地域 のデー タ管理 を空港会社が行

うことは、責任 の所在 が不 明確 にな る懸念 が生 じる恐れがあ ります の

で、 と りあえず は現行 の成 田方式で引 き続 き、空港会社 、 自治体、共

生財 団、それぞれ の責任 においてデー タ管理 を行 うこ とが最 良ではな

いか と考 えてお ります。

2点 目の容量拡大 に係 る環境への影響調査等 についてで ございます。

一昨年の 10月 13日 に地域 の皆様 か ら空港容量拡大 30万回の合意 を

いただきま したが、その後 、東 日本大震災の影響 もあ り、今年度 の発

着 回数 は 2011年度通期連結業績予測 の中間見通 しでは 18万 8000回
に とどまってい るのが現状で ございます。今後 LCCの 新規乗 り入れや 、

オープンスカイの進展 に よ り新規乗 り入れが出て くることに よって発

着回数が 25万 回、27万回に到達す る。 この よ うな段階に至 った とき

に地域 の皆様 の懸念 を払拭す るために、環境への影響調査 については

地域 の皆様 にわか りやすい形 で公表すべ く、関係者 の皆様 と協議 して

い きたい、検討 してい きたい と考 えてお ります。

3点 目の空港機能強化 についてで ございます。 ご提案 の芝 山町横堀

地 区はア クセスに関 して も圏央道や成 田松尾線 の延長が行 われ る とい

うことで、利便性 の向上が非常に期待 できることか ら、今後 の活用 に

つ きま しては しっか りと検討 させ ていただきたい と考 えてお ります。

以上で ございます。

【小堀委員長】 空港アクセス等の整備について、千葉県の方からお

願いいたします。

【千葉県 (渡邊次長)】 千葉県の渡邊でございます。平素は大変お世

話になつてお ります。昨日は成田―新潟路線の就航記念行事とい うこ

とで、地域振興連絡協議会の方で主催 して行いました歓迎イベン トと

い うことで関係の皆様にご参加いただきまして、感謝申し上げます。

私も新潟空港の方に出かけまして第 1便 を送 らせていただいたわけで
ございますが、国際線フィーダーとしての利用のみならず、県民レベ

ルでの交流促進をお願いしたいとい うことで訴えてきたところでござ

います。先ほど空港会社さんの方からもお話がありましたけれども、

新年度も新たな就航はあるわけでございまして、地域振興連絡協議会
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の行事 と して また行 って まい りたい と思 いますので、引き続 きの ご協

力をよろ しくお願 いいた します。

今 日、答弁 を高橋部長 に代わ りま して私 の方か ら回答す ることにつ

きま して はお詫び を申 し上 げます。本 日、各地区部会か ら寄せ られて

いる ご要望 につきま しては、実 は県土整備部関係 、道路関係が多 ござ

いま して、事前 に県土整備部 の方 と協議 させていただ きま して、その

考 えに沿 って私 の方か ら回答 させて いただ くとい うことにつきま して

は、あ らか じめ ご容赦 をお願 い したい。 これ は芝 山地 区部会だ けでは

な くて、各部会か らもい くつか出て いるよ うで ございますので、そ の

辺は ご容赦 をお願 い したいと思 います。

それでは、芝 山地区部会 の方 のr回 答 につきま して 申 し上 げます。圏

央道成 田小見川鹿島港線イ ンターチェ ンジか ら成 田空港へ のアクセス

道路 としま して、既存 の成 田空港工事用道路 を活用 しま した県道成 田

松尾線 のバイパス につ いて、町長 は、はにわ道 と言 ってお りま したけ

れ ども、 このバイパス につきま して、芝山町香 山新 田地先か ら芝山町

大里地先間、約 2.3kmの 整備 を進めて いるところで ございます。これ

ができます とまさに環状 に道路がつなが る ことにな る と思 います。 引

き続 き成 田空港か ら県道成 田小見川鹿島港線 までの間 をネ ッ トワー ク

として接続できますように、県道成田松尾線Ц期、Ⅲ期工区の早期完
成に努めてまいりたいと思います。以上でございます。

【小堀委員長】 芝山地区部会の 3点 の質問にお答えいたしましたけ
れども、再質問はございますか。よろしゅうございますか。どうもあ

りがとうございました。

続きまして、山武 0横芝光地区部会の椎名委員より、よろしくお願
いいたします。

【山武・横芝光地区部会 (椎 名委員)】 よろしくお願いします。山武・

横芝光地区部会から 3点 のご要望をお願いするのですが、既に同じよ

うな要望事項が成田、芝山から出ておりますので、少し順番を変えな

がらお答えをいただきたいと思います。最初に、2点 目でお願いして

おります、空港南側地区への施設整備の拡充でございますけれども、

読み上げさせていただきます。成田国際空港があることによって周辺

地域の自治体には大きな経済効果が生まれており、特に空港のある成

田市では空港関連企業からの法人税や固定資産税など多くの税収によ

って、全国でも数少ない地方交付税の不交付団体となっている。この

ように、空港の表玄関である空港北部地域が国際都市の中心部として

24



華 々 しくにぎわ って いる。そ の一方で、空港南側地域 につ いては、 日

本最大の国際空港 に隣接 して いるに もかかわ らず、空港の裏側である

との立地か ら企業誘致が思 うよ うに進 まず、若者 を中心 とす る人 口流

出等 による少子高齢化が大 きな問題 とな って いる。北 と南 とこのよ う

に大 き く状況が変わ っている。 これ はまさ しく南北問題で して、世界

の南北問題 は大体 北が繁栄 して南が経済的に疲弊す る。北朝鮮 は別 と

しま して。 こうい うご認識 を森 中社長お持 ちにな って いただいて いる

か どうか とい う、NAAと してそ ういった ご認識 を持 って いただいてい

るか、あるいは県 ご当局いかがで しょう。そ うい うところの ご認識 を

ち ょっといただけれ ばと思 ってお ります。今回の 30万 回へ の容量拡大

に伴 いま して関係施設等 の整備等 を芝山か らお願 い して いるよ うに、

南地区での発展ができます よ うに特段 の ご配慮 をお願 い したいとい う

ことで ございます。

1点 目にお願 い してお りますのは、私 ども南側がなかなか発展 しな

いとい うことで ございますので、首都 圏連絡 自動車道 の横芝 一大栄間

の早期着工 をお願 い したいとい うことで ございます。 また、南側三つ

の 自治体が運行 してお ります空港 シャ トルバ スは既 に開業か ら 10年
た って ございま して、バスの買い替え時期 も迫 ってお りますので、 こ

の事業が継続 して行 えます よ うに補助金等 の交付 を要望 いた したいと

い うことであ ります。

3点 目は、成 田のほ うか ら出されてお りま した航空機か らの落下物

対策 について、引き続 き万全な対策 を講 じるよ うにお願 い したいと。

この 3点 で ございます。部会では、 こち らに出席す るに当た りま し

て一言だ け強 く要望 して こいと言われてお りま して、再質問は ござい

ませ んので、部会で報告できるよ うなお答え をぜ ひ ともよろ しくお願

い申 し上げます。

【小堀委員長】 ありがとうございました。せっかく問 1、 間 2、 間 3

といただいてお りますので、この 3間 について回答させていただきま

す。

【NAA(行 方部長)】  山武・横芝光地区部会のご質問について回答
させていただきます。まず 1点 目でございます。成田空港南側地域ヘ

の施設整備の拡充についてでございます。空港南側地域は圏央道や成

田松尾線の延伸が完成すれば空港へのアクセスのさらなる向上が期待

できると思っております。そして、物流施設もそのために数多く展開

されてお ります。成田空港において南部貨物地域の整備を進めたとこ
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ろで ございますが、空港南側、北側 の発展の進み具合が まだ偏 つてい

るとい うことにつ いては、私 どもとして もきちん と認識 させて いただ

いてお ります。 これか らは空港南側地域 の発展 も考 えなが ら、今後の

空港 の活用 につ いて しっか り検 討 していきたいと考えてお ります。

2点 目の空港周辺 アクセスの改善 につ いて とい うことで、シャ トル

バス事業 を実施す るための経費 と して補助金 の交付 を要望す る と。 こ

れ につ いて答 えさせて いただきます。空港南側地域 の空港 シャ トルバ

スの事業 については、空港南側地域 の成 田空港べ のアクセス を確保す

る上で非常 に重要な役割 を担 って いると私たちは認識 してお ります。

そ して、地域 にとって必要不可欠で あると同時 に、空港南側地域 の今

後 の発展 に寄与す るもの と認識 してお ります。 ご要望 のシャ トルバス

の買い替えにつきま して は、今年度か ら周辺対策交付金の使途拡大 を

行 い、空港 と周辺地域 を結ぶ公共交通事業 について も交付金の対象 に

入 りま したので、その中で具体 的な要望 を伺 いなが ら対応 して まい り

たい と考えてお ります。以上で ございます。

【小堀委員長】 千葉県さんの方からもお願いします。

【千葉県 (渡 邊次長 )】 県 の方か ら圏央道 の話で ございますが、首都

圏中央連絡 自動車道 の大栄か ら横芝間で ございます けれ ども、平成 20

年 1月 に都市計画決定 され ま して、現在国 にお いて構造物の設計等が

進 め られているとい う話で ございます。 この区間につ きま して は圏央

道で唯一開通 目標が設定 されて いな いとい うことで もございま して、

県 として は早期 に本格的な事業 に着手 し、一 日も早い完成が図 られ る

よ う、地元市町や関係団体 と連携 し、国 に強 く働 きか けて いきたい と

思 ってお ります。一部報道 され ま したが、森 田知事が今最 も頭 にある

のは大栄 一横芝間の早期完成 とい うことで ございま して、昨年 12月 に

大 臣に直接お会 い しま して早期完成 を訴えて いるところで ございます。

空港南側地域 とい うことで、総合企画部 にも関す る ことなので、そ

れ に関係 して一言お答 え しよ うと思 ってお りますが、 これ は予想 の範

囲外で ございま したけれ ども、圏央道 の木更津東か ら横芝間、 これ は

平成 24年 度完成 目標 として今進めているところで ございま して、県 の

方の考 え方 とい うのは、そ の完成 をもって千葉県 中南部の方 に影響が

波及できるよ うな ことを進め、そ うい う PRも してい くとい うことで

取 り組 もうじゃないか とい うのが基本的考え方で ございま して、県 の

総合計画 3年 目とい うことで、24年 度が森 田県政の総仕上げの年。逆

に言 えば、25年 度か らの県 の総合計画の見 直 しの年で もございます。
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関係首長 さんにもご参加 いただ いて いるグレー ドア ップ・ナ リタなん

かで も県 の経済活性化 とい うことで ご議論 いただいてお りますので、

こうい う流れ の中で県 南部・ 中部 の活性化 につ いて も協議 を していき

たいと思 ってお ります。よろ しくお願 い します。

【小堀委員長】 以上 3点 でよろしゅうございますか。
それでは次に、多古地区部会長の菅澤委員より、よろしくお願いし

ます。

【多古地区部会 (菅 澤委員 )】 多古地区の菅澤で ございます。成 田空

港の共存共栄 を構築 してい くためにも、特 に多古町部会か ら 4点 ほ ど

要望 させていただきます。

1点 目は、空港周辺のアクセス改善 に関す る要望で ございます。成

田空港 とそ の周辺地域 の一体的な振興・発展 を図るためには道路整備

が大変重要な役割 を持 って いるところで ございますが、成 田空港東側

の道路整備 につ きま しては非常 に遅れて いる とい うのが現状で ござい

ます。 引き続 き強力かつ迅速な推進 を要望 いた します。特 に空港環状

道路 としての機能 を有す る県道成 田松尾線 につ いて は、現在事業計画

中の区間の早期完成 を切望す るもので ございます。併せて、空港東側

か ら空港 内への進入路 の新設・整備 につきま して、ぜ ひ とも前向きに

ご検 討 くだ さるよ うお願 い申 し上げます。 さ らに、朝夕の通勤時間帯

には交通混雑が著 しい国道 296号 線 の多車線化、 これ は特 に鉄道のな

い多古町 として は切実な思 いで ございます。 また、都心 と成 田空港 を

結ぶ代表的なアクセス手段 としては鉄道 とバスが高 いウエイ トを占め

てお ります し、鉄道 については成 田スカイアクセスが運行 し、空港 一

日暮里間が 36分 で結 ばれた ことで一段 と改善 された ところでは ござ

いますが、首都 圏、 日本の交通の要衝 として広 く一般 に認識 されてお

ります東京駅 まで 30分 台で移動す る ことがで きる鉄道 アクセス、成 田

一羽 田間 を短時間で結ぶ鉄道 アクセス を、特 に関係機関は動 いて いた

だ いて いるよ うですが、切望 いた します。一方、バスアクセス につき

ま しては、リムジンバスが出発 ピー ク時 には約 10分 間隔で運行 されて

いるな ど、必要な便数 は確保 されてお りますが、運賃 の割高感 は否め

な い ことか ら、運賃の値下 げな どについて、料金体 系に関す る見直 し

を特 に期待す るところで ございまつ。

2点 目は、地域 に開かれた空港づ くりについての要望で ございます。

共生か ら共栄 を 目指 し、地域住民 に親 しまれ る身近な空港 とな るため

には、旧態依然 とした現行 の警備態勢か ら脱却 し、空港のバ リアフ リ

27



一化 を推進すべ きで あると考え ます。その上で地域住 民が気軽 に参加

できるイベ ン トを定期的かつ数多 く開催 いただ くな ど、成 田空港が周

辺地域 にとってテーマパーク的 とも言える拠点施設 とな っていただ く

ことを期待す るもので ございます。 また、現在 の成 田空港の国内線 は

乗 り継 ぎ便 とい う位置づけが強 く、路線や発着時間な どの使 い勝手の

面で便利で あるとは言えず、それが近 くて遠 い空港 と評 され る原因に

な ってお ります。昨年 はスカイマー クをは じめ とした LCCが 就航 を開

始 した ところであ りますが、私たち近隣の住 民が もっと気軽 に利用で

きる、開かれた空港 とな るためには、よ リー層の国内線充実が必要不

可欠であると考 えますので、 ご配慮のほ どをよろ しくお願 い申 し上 げ

ます。

3点 目は、B滑 走路への公園の設置 につ いての要望等で ございます。

現在、成 田空港周辺 にはさ くらの山をは じめ、空港が望める公園が設

置 されています。 また、B滑 走路北側 については十余三防音堤 の展望

台が あ りますが、南側 には こうした公園は整備 されてお りません。真

に親 しまれ る空港づ くりを行 うためにも周辺 の公園整備 は有効 であ り、

必要な ことで あると考 えてお ります。 こうした ことか ら、空港東側か

らの進入路 の整備 に併せて、地域住 民が集 う憩 いの施設の設置 を要望

いた します。

最後 に、空港 の運用制限の規制緩和 につ いての要望 をさせて いただ

きます。現状 の 6時 か ら 23時 まで とな って いる空港 の運用時間につき

ま して は、実質利用ができるよ うに見直す ことを検 討す る時期が来て

いるのではな いか と提案す るもので あ ります。内容 については関係機

関の皆様方 は十分 ご承知の ことと思 いますが、実質 23時 前 に、22時
台 に運航 は終 了 して いるとい う状況ですので、成 田市 さんが言われ る

よ うな制限の中では成 田空港の繁栄 は十分図れな いのではないか とい

う思 いで ございます。運用時間は円卓会議の合意事項で ございますか

ら、 これ を行 うには、騒音下 にお住 まいの皆様方 の健康への影響や生

活環境 に配慮 し、十分な騒音対策 を検 討 した上で、住 民の方 々へ ご説

明・ ご理解 を得な けれ ばな らな い ことは申 し上げるまで もございませ

んが、現状で は難 しい問題で もございます し、地域 の環境・ 共生策が

きちん と担保 され、充実が図 られ る ことを前提 とした上で、当成 田空

港の運用 については 23時 までの実質運用、規制緩和、利用 しやすい空

港のために時間 を拡大す る ことにつ いて、そ の検 討 に着手 して いただ

きた いと考える次第です。

以上 4点 につきま して 申 し上げま したが、 これ らを含め、空港圏の

東西格差 を強力に是正 とい う方 向に舵 を切 っていただきた い。周辺地
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域の均衡のとれた発展の実現に向け、国・県・空港会社の特段のご埋

解とご尽力をお願いしまして多古地区部会からの意見とさせていただ

きます。よろしくお願いいたしまづ。

【小堀委員長】 あ りが とうございま した。第 1点 の成 田空港周辺の

アクセス改善 につ いて は四つ に分 けて回答 させていただきたい と思 い

ます。第 1点 は空港 アクセス道路の整備 につ いて、 これ はほかの地 区

か らも出てお ります けれ ども、千葉県 の方か ら。東側進入路 について

は NAAの 方か ら。鉄道 アクセスの改善 につ いては国土交通省、NAA
の方か らも回答 させていただきます。高速バス運賃 の値下 げについて

は NAAか らお願 いいた します。

【千葉県 (渡 邊次長 )】 芝 山地 区部会 と山武・横芝光地 区部会 と答弁

が重な るか もしれ ませ んが ご容赦 いただきた い と思 います。県道成 田

松尾線 につきま しては平成 13年 度か ら芝山町菱 田地先か ら大里地先

の千代 田 Ⅱ期工区約 1.4kmの 区間の整備 、さ らには平成 21年 度か ら

Ⅲ期工区 として Ⅱ期工区終点か ら成 田空港工事用道路 までの約 0.9km
の整備 を進 めて いるところで ございます。 引き続 き既存 の成 田空港工

事用道路 を活用 しま して、県道成 田小見川鹿島港線 までの間 をネ ッ ト

ワー クとして接続できます よ うに、 Ⅱ期 、Ⅲ期工区の早期完成 に努め

て まい りたい と考 えて ございます。

国道 296号 線 の多車線化で ございます けれ ども、周辺事業の進捗状

況で ございます とか、今後 の交通量 の推移 を見なが ら検 討 して まい り

たい と存 じます。以上で ございまつ。

【小堀委員長】 東側進入路について NAAか ら。

【NAA(行 方部長)】 東側進入路について回答させていただきます。

東側進入路については当該地区のアクセス整備や今後の開発状況によ

り、交通量や空港進入に関する需要等を鑑み、総合的に判断するもの

と考えております。したがつて、今後の空港施設整備計画の推移等も

勘案しながら関係機関と協議しながらやっていきたいと考えておりま

す。

【小堀委員長】 鉄道アクセスの改善について、まず国土交通省の方

からお願いします。
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【国土交通省 (加 藤室長)】 都心とのアクセス、特に鉄道ということ

でございますが、国土交通省としましても成長戦略にも方針として掲

げておりますが、成田空港と東京を 30分台、さらに東京と羽田空港を
2o分台、両空港間を 50分台とする空港アクセス鉄道というものが実
現できないかという.こ とを掲げてお ります。具体的には、国土交通省

の中でも鉄道担当の部局が中心となって、私どもも検討に参画してい

るという状況でございますけれども、現在色々な取 り組みがなされる

中で、想定ルー トとしまして都営浅草線の押上駅付近から泉岳寺まで

を結ぶ短絡線を整備し、併せて、途中の東京駅の丸の内側に新しく駅

をつくる。このようなルー トを想定して検討を進めているところでご

ざいます。昨年度におきましては、そういった想定ルー トを設けたと

きにどれくらいの需要がありそうなのか、整備効果はどれくらいなの

か、事業費がどれくらいになりそうなのかということを中心に調査を

してお りまして、今年度、次年度においても引き続き事業化に向けて

具体的にどのような課題があるのかということを検討を進めながら取

り組みを進めていく予定にしているところでございます。以上でござ

います。

【小堀委員長】 NAAか ら。

【NAA(行方部長)】  鉄道アクセスについてでございますけども、
NAAと しては都心と成田・羽田両空港及び両空港間のアクセス改善は、

首都圏両空港の国際競争力を強くする上で極めて重要と認識しており

ます。また、先般の報道によりましてバスの運賃の値下げでございま

すけれども、東京都心と空港間を低廉な運賃で運行することを検討し

ているバス会社があるということでございます。これが実現すれば、

成田空港のアクセス手段の選択肢が増えて、お客様の利便性向上につ

ながるということで期待 しているところでございます。

2点 目の地域に開かれた空港づくりについて回答させていただきま

す。現在、空港の機能拡充に反発する過激派集団が現時点においても

空港周辺に存在して活動を行っているということでありまして、成田

空港特有の状況を勘案すれば、空港を利用する皆様の安全確保のため

にさまざまな警備を実施しなければならないことをまずご理解いただ

きたいと思っております。

それから、ターミナルを活用した地域イベントや、周辺地域の情報

発信の場の提供につきましては、具体的にご要望を伺いながら検討さ

せていただきたいと考えております。私どもとしては空港の安全を確
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保 しつつ、開かれた空港を実現するため、既に地域の皆様に成田空港

パスポー トを発行 しておりまして、空港の利用促進を図つているとこ

ろでございます。これをさらに広範囲に PRな どして、空港を身近な

ものとしてご利用いただけるよう努めてまいりたいと考えております。

また、国内線の充実につきましては、昨年のスカイマークの新規就

航に加え、今年夏から本邦 LCC 2社 が成田空港をベースに国内線新規

就航を予定してお ります。また、現在国内線施設の拡充工事も行って

おりまして、引き続き国内線の拡充を進めていきたいと考えておりま

す。以上でございます。

【国土交通省 (加 藤室長)】 続いて、特に国内路線の充実という点に

ついてお答え申し上げます。国土交通省の成長戦略におきましても、

成田空港をアジア有数のハブ空港として抜本的な機能強化を図るとい

うことが掲げられております。その中の一つの方策としまして、成田

空港の内際のハブ機能を強化すべきだということ、これは乗り継ぎと

いうことだけではなくて、特に観光振興、インバウンドで我が国全体

に海外からお客様を呼び込んでくるという観点からも、そういった内

際のハブ機能強化が必要だということを掲げているところでございま

す。こういう観点から、国内路線の拡充というものは我々も歓迎して

いるところでございまして、平成 23年 10月 末からの 23.5万 回への容

量拡大を受けて、スカイマーク社をはじめとする各エアラインが国内

線の増便を図ったということ。そ して、昨日からの夏ダイヤ以降、空

港容量が 23.5万 回から 25万 回に拡大いたしました。こういった状況
を踏まえて、成田空港について申し上げると、さらに 2013年 の夏ダ

イヤから、順調に施設整備が進めば 27万 回の容量が実現する。そうい

ったタイミングをとらえてオープンスカイを実現することにしており

ます。オープンスカイを実現すると、国際線についてはオープンスカ

イを結んでいる国との間では自由にダイヤ設定ができる。一方で、国

内路線に目を向けてみると、今年の夏から成田空港を拠点とする本邦

の LCC 2社 がスター トする。この 2社 については国内線、国際線、旺

盛な就航計画が見込まれるところでございます。こういったことを踏

まえ、国土交通省としましては、オープンスカイですとか、旺盛な就

航計画等々のニーズに対応するため、航空会社が柔軟に運航計画を策

定できるような環境を整える必要があるだろうということで、今年の

夏ダイヤから国内線の発着枠については上限を設けないという方針を

打ち出したところでございます。こういったことを受けまして、この

夏ダイヤから新たに国内路線の拡充ですとか、LCCを 中心とした新規
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ところでございまして、そ

ットワークの利便性がます

ございます。以上でござい

【小堀委員長】 第 3点 の、初めて出ましたご要望でございますけれ
ども、空港を展望する公園の設置について、NAAか らお願いします。

【NAA(行 方部長)】 3点 目の空港を展望する公園の設置について回

答させていただきます。ご要望のとおり、空港東側をはじめ、空港周

辺地域は将来的に非常に大きなポテンシャルを秘めているものと認識

しております。そのため、例えば空港会社が所有する土地を集約する

などして地域振興のために有効利用 していただきたいと考えておりま

す。ご要望にあります空港東側の公園の設置についてでございますけ

れども、このような土地利用につきましても関係機関ときちんと調整

させていただきながら、地域振興につながるよう、空港会社としても

協力させていただきたいと考えてお ります。

【小堀委員長】 最後の 4点 目でございますが、空港の運用制限の規

制緩和について、 これも NAAか らお願いします。

【NAA(行 方部長 )】 4点 目の空港の運用制限の規制緩和 についてで

ございます。運用時間の拡大 につ いては平成 21年 12月 15日 、千葉

県の空港周辺 9市 町か ら構成 され る成 田空港 圏 自治体連絡協議会 にお

いて提案 され、空港会社で具体化 に向けて検 討 を行 い、報告す るよ う

要請 されてお りま した。 しか し、 この件 につきま して は、成 田は内陸

空港で あるため、今後 も地域の ご理解 を得なが ら慎重 に進 めて いかな

けれ ばいけない と考 えてお り、今後 の関係者 間の さ らな る検 討が必要

と考 えて いる次第で ございます。 しか しなが ら、地域か らこのよ うな

ご提案 をいただ いた ことは成 田空港 の将来 を考える上で非常 に重要な

ことと受 け止めてお ります。以上で ございます。

【小堀委員長】 菅澤委員 、 これでよろ しゅうございますか。
進行係、約 15分 オーバー しま した けれ ども、そち らにお渡 しします。

【司会】 質疑の最中ではございますけども、次の富里地区部会か

の質疑に移らせていただく前に、ここで再度休憩をとりたいと思い

ら

ま
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す。ただ、スケジュールが若千押 して いる関係上、5分程度の休憩 と

い うことで、私 の裁量で恐縮なのですが、5分程度の休憩 をとらせて

いただきたいと存 じます。開始予定時刻は 16時 20分か らとい うこと

で、よろ しくお願 いいた します。

(休 憩 )

【司会】 引き続き質疑応答を再開したいと存じます。委員長、よろ
しくお願いいたします。

【小堀委員長】

いいたします。

それでは、富里地 区部会の相川委員、よろ しくお願

【富里地 区部会 (相 川委員 )】 富里地区部会の相川で ございます。よ

ろ しくお願 いいた します。富里地 区部会 としま して は 3月 12日 に地区

部会 を開催 しま して、オブザーバーであ ります八街市 と協議 をいた し

ま した。その結果、次 の 3点 について要望等 をさせて いただきます。

まず第 1点 は、菅澤町長 さん とよ く似てお りますので少 しは しょら

せて いただきたいと思 います。成 田空港 と地域が共栄 してい くために、

開かれた空港でな くて はな らな い と考 えて いますので、空港へ気軽 に

足 を運べ るよ うに進入ゲー トの増設やチェ ック態勢の見直 し等 の検討

をお願 いいた します。なお、警備 とい うことは、空港が安全でな くて

はいけな いとい うのは当然で あ りますので、警備 をやめろとい うこと

では ございませ んので、誤解 のないよ うお願 いいた します。 また、他

の空港で は地元産 品の物産展等 を開催 し、空港利用者 は もとよ り、地

域住 民 も多 く利用 して いる と聞いてお ります。成 田空港 におきま して

も周辺地域 の情報 を発信で きる環境づ くり等 、周辺地域 を広 くPRし 、

それ によ り地域住 民が空港 とよ り緊密な関係が築けるよ うお願 いいた

します。

2点 目で ございます けれ ども、空港 アクセス向上 についてで ござい

ます。成田空港 は 30万 回への容量拡大 に向け、空港機能 の充実 に取 り

組 んで いるところですが、空港施設のみな らず、空港へ のアクセス向

上は一層推進 して いかなけれ ばな らな い課題で あると考 えます。鉄道

網のな い空港南西側 においては、朝夕 を中心 に慢性的な渋滞が発生 し

てお り、今後空港 の容量拡大 によ りさ らなる渋滞の可能性や、それ に

伴 う周辺環境の悪化が懸念 され ます。空港施設の機能 向上 に対 し、空
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港周辺整備が不十分で は成田空港全体 として充実 しません。そのため、

空港 を利用す る人 と物 の流れ をスムーズにす るため、新交通 システム

等 の導入 を含 め、総合的 に協議で きるよ うな場の設置 を要望 いた しま

す。

最後 に 3点 日としま して、空港周辺地域 にお ける広域的な活性化計

画及び実施 についてで ございます。平成 22年 10月 に開催 した、成 田

空港 に関す る四者協議会 にお いて年間発着枠 30万 回への容量拡大の

合意が得 られ ま した。この容量拡大 に伴 い、空港周辺市町のみな らず、

千葉県 内 にお いて も大 きな経済波及効果が期待 され るところです。千

葉県 におきま してはグ レー ドア ップ・ナ リタ戦略会議 を平成 23年 12

月に設置 し、成 田空港 の さ らな る利用促進 と、本県経済 の活性化等 に

ついて検 討 されてお り、本年 8月 末 に提言 を取 りまとめると聞いてお

ります。そ うした中、空港南西部 にお いては平成 25年 3月 に東関東 自

動車道酒 々井イ ンターチ ェ ンジが 開設の見込みで あ り、 これ に併せて

プ レミアムアウ トレッ トの開業が予定 されてお ります。 このよ うに、

空港周辺市町以外 の近隣市町 にお いて も新たな活性化 の要 因が見 えて

きてお りますので、新たな観光資源 の掘 り起 こしや交通 アクセス、交

通ネ ッ トワー クの改善等 につきま して広範囲な地域 にお ける活性化 の

方策や事業の実施 を要望 いた します。

以上 3点 を富里地区部会か ら要望 させていただきます。よろ しくお

願 いいた します。

【小堀委員長】 あ りが とうございました。本件 につ いては 3件 の う

ち 2件 につ いては千葉県か らお答 え願 います けども、地域交流の推進

と地域 PRに ついて は NAAの 方か らお答 え くだ さい。

【NAA(行 方部長 )】  1点 目の地域交流の促進 と地域の PRに ついて

回答 させて いただきます。先 ほ どの多古地 区部会の回答 と重な るとこ

ろが ございます ので、よろ しくお願 いいた します。現在、空港 の機能

拡大 に反対す る過激派集 団が現時点 にお いて も空港周辺 に存在 し、活

動 を行 ってお ります。 このよ うな成 田空港特有の状況 を勘案すれ ば、

空港 を利用す る皆様 の安全確保 のために諸処 の警備 を実施 しな けれ ば

な らな い ことをご理解 いただ くよ うお願 いいた します。

また、空港のゲー トの増設 につきま して は、今後周辺地域の開発状

況や空港施設の推移等 を総合的な視点か ら勘案 しなが ら関係機関 と議

論 して いきたいと考えてお ります。

また、ター ミナル を活用 した地域イベ ン トや周辺地域の情報発信の
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場の提供 につきま して も、具体 的な ご要望 を伺 いなが ら検 討 して まい

りたいと考えてお ります。

私 どもは空港の安全 を確保 しつつ、開かれた空港 を実現す るため、

地域 の皆様 に成 田空港パスポー トを発行 してお りま して、空港利用促

進 を図 っているところで ございます。 これ らをさ らに広範囲に PRす
ることな どで、 さ らに空港 を皆様 に身近な もの として ご利用 いただ け

るよ う努 めて まい りたい と考 えてお ります。以上で ございます。

【小堀委員長】 2番 目の空港へのアクセス向上 について、空港周辺

地域 にお けるよ り広域的な活性化 計画及び実施 について、千葉県 の方

よ りよろ しくお願 いいた します。

【千葉県 (渡 邊次長 )】 最初 に空港へのアクセス向上 について とい う

ことで、空港 を利用す る人 と物の流れ をスムーズにす るため に新交通

システム等 の導入 も含 めま して総合的 に協議ができるよ うな場の設置

を要望 とい うことで ございます。空港へのアクセス向上 につきま して

は、 ご指摘 の とお り、県 と しま して も今後 の空港容量拡大 を考慮す る

と極めて重要な課題で ある と認識 しているところで ございます。地域

の公共交通 を協議す る場 と しま して、交通事業者、住 民利用者 、関係

行政機関等 による関係者会議が ございま して、県 内で もい くつかの市

町村 にお いて域 内の公共交通 の改善に取 り組 んで いるところで ござい

ます。地域 におきま して どのよ うな交通手段 を検討 して い くか とい う

ことにつきま して は、地域 にお ける需要等 を把握す る ことが重要で あ

りま して、地元 の事情 に精通 してお ります市町村等 にお ける検 討・ 協

議の場が基本 とな るもの と考 えてお ります けれ ども、県 としま して も

必要な協力は して まい りたいと考 えているところで ございます。なお、

現在国にお いて交通 に関す る施策 を総合的かつ計画的 に推進す るため、

新た に交通基本法 を制定す る予定で あると聞いてお りま して、県 とし

て も国の動向 も注視 して いきたい と考 えて いるところで ございます。

問 3で ございますが、空港周辺地域の広域的な活性化計画及び実施

につ いて とい うことで、新たな観光資源の掘 り起 こしです とか、交通

アクセス、交通ネ ッ トワー クの改善等 につきま して、広範囲な地域 に

お ける活性化の方策や事業の実施 を要望 とい うことで ございます。県

では平成 22年 10月 の 30万 回合意 を契機 としま して、成 田空港 を拠

点 とす る LCCの 設立、新規就航、国内線の充実 といった新たな動きが

生 じてお ります けれ ども、 この動 きを しっか りとらえま して、空港周

辺地域 は もちろん、県全体 の経済活性化 につな げて いきたいとい うこ
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とで、グレー ドアップ・ナリタ活用戦略会議を昨年 12月 に立ち上げた

ところでございます。同会議につきましては、関係行政機関に加え、

県内経済・交通・観光など、さまざまな分野から有識者のご参加をい

ただいているところでございますし、空港圏自治体の皆様の代表にも

参加いただいているところでございます。会議でございますが、交通

アクセスなどの広域的な課題、利用促進のための情報発信、遠いイメ

ージを払拭するような PRも 積極的にしていくべきだという話でござ

いますが、さらには、国内線の充実や活用策について広くご意見をい

ただいているところでございます。庁内にも 30万 回プロジェク トチー

ムをつくってお りまして、ここでたたき台をつくって案を提供し、グ

レー ドアップ・ナリタ活用戦略会議の有識者の意見を伺うという形で

進めておりまして、今年の 8月 には提言をいただくというふうに進め

ているところでございます。そういう意味で、成田空港を活用しまし

た経済活性化策を引き続き広域的に検討していきたいと考えていると

ころでございます。以上でございます。

【小堀委員長】 以上 3点 お答えいたしましたけれども、相川委員、
よろしゅうございますか。どうもありがとうございました。

続きまして、香取・神崎地区部会から宇井委員、よろしくお願いい

たします。

【香取・神崎地区部会 (宇井委員)】 香取・神崎地区部会長の宇井で

あります。本日は石橋神崎町長と私で出席しております。当地区部会

におきましては 2月 10日 に協議を行いまして 4点 の要望事項を取り

まとめましたので、私の方から要望させていただきたいと思います。

既に多くの要望がなされまして、一部同様の要望があると存じますけ

れども、部会からの要望でありますので順次申し上げさせていただき

たいと思います。

1点 日、飛行コース及び高度の遵守と通年測定局の設置等について

でございます。成田空港では騒音の少ない航空機の乗 り入れに努力さ

れておりますけれども、平成 22年 10月 の容量拡大 30万 回に係る確

認書の合意事項の実現に向けまして、施設面並びに運用面での整備が

進められております。これに伴い、上空を運航する航空機の飛行コー

スや騒音に対する住民の関心が高まりつつありまして、これへの真摯

な対応は住民の不安解消のため、安全確保のため、今後の容量拡大に

対する理解を得るために不可欠であります。つきましては、航空機騒

音が懸念されぬよう、飛行コース及び高度の遵守の徹底指導をお願い
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いた します。 また、発着回数の増加 に伴 う騒音の状況把握 のため、航

空機騒音 の通年測定 局の設置 と、それが設置 され るまでの間は夏、冬

の定期的な騒音測定 を行 い、測定結果 を公表 され ますよ う要望 いた し

ます。

次 に 2点 目、空港周辺 アクセス道路等 の整備充実 についてで ござい

ます。成 田国際空港周辺 アクセス道路 の整備充実 は空港利用者や空港

関係就業者 をは じめ とす る地域住民の利便性の確保 、交通渋滞 の緩和、

当該地区の活性化 に寄与す る ことは もとよ り、今後航空機発着量の拡

大 に伴 う旅客や物流 の増加が期待 され る成 田国際空港 にお いて も、国

際競争力の強化 に必要 不可 欠で ございます。つ きま して は、国道 51

号 の全線 4車線拡幅、国道 356号 バイパス道路 の建設、首都 圏中央連

絡 自動車道大栄 一横芝間及び成 田小見川鹿島港線イ ンターチェ ンジの

早期完成、神崎イ ンターチ ェ ンジと一体 とな る利根川景観 を生か した

ハイ ウェイオアシスの整備 、主要地方道成 田小見川鹿島港線 の整備充

実並び に県道成 田下総線 の国道 356号 バイパスヘ の延伸整備 に対す る

特段 の ご支援 と併せて、関係機関へ の働 きか けを要望す るところで ご

ざいます。

3点 日、周辺対策交付金の充実及び使途拡大 についてで ございます。

教育施設、消防施設等 を整備す る場合 には多額 の費用 を要す るため、

可能な限 り成 田国際空港周辺対策交付金の交付 をお願 いす るところで

ございます。 さ らに、 自治体で設置 してお ります騒音測定装置 の切 り

替えに伴 う補助及び維持管理等や、空港都市づ くリプ ランを基軸 とし

た まちづ くりな ど、 さ らな る交付金の使途拡大 に向けた協議 を引き続

きお願 い申し上げます。

最後 に 4点 日、地元雇用 の確保 についてであ ります。成 田国際空港

にお ける雇用者数 につ いて は、地域振興連絡協議会 による調査 にお い

て、年間発着回数 30万 回時 における雇用創 出効果 は莫大な もの とい う

お話 もあ りま した。NAA実 施 によ ります今年度の従業員実態調査結果

では、さまざまな要 因によ り、調査開始以来初 の減少 とな った ものの、

空港圏にお ける人 口減少対策及び将来の繁栄 のため にも雇用の確保 は

不可欠で あ ります し、つきま しては空港関連企業 に対 して周辺住民 を

優先的 に雇用す る働 きか けを要望 いた します。

当地区部会か らは以上で ございます。よろ しくお願 いいた します。

【小堀委員長】 ありがとうございました。4点 ですね。最初の飛行

コース及び高度の遵守については国土交通省の空港長・中坪さんにお

願いいたします。2番 目の通年測定局の設置については NAAの 方から
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よろしくお願いします。

【国土交通省 (中 坪空港長)】 飛行コース及び高度の遵守についてご

質問のありました件について回答させていただきます。飛行コースの

遵守につきましては平成 11年 2月 に航空機騒音影響範囲の拡散を防止

する目的で、直線上昇・直線下降についての飛行コース幅が設定され

ております。航空会社に対してその遵守の徹底を求めるとともに、監

視を行っております。その上で、飛行コース幅を逸脱した航空機につ

きましては空港会社を通じて当該運航者に逸脱理由を問い合わせ、そ

の結果、合理的な理由なく逸脱したという場合にはその便名を公開し、

必要に応じて指導を行っているところでございます。今後も同様に徹

底した指導・監督を行っていく所存でございます。

また、成田空港に到着する航空機の飛行コースにつきましては、到

着機が輻榛する場合や気象状況によりまして面的な運用がなされてい

るところではございます。航空交通の円滑な流れを確保する上では不

可欠なものであると考えておりますので、ご理解を賜 りますようにお

願い申し上げます。

【NAA(行 方部長)】  通年測定局の設置について回答させていただ
きます。空港会社の常時測定局は千葉県及び関係自治体と協議の上、

①運航が集中する標準飛行コースの下に設置すること、②航空機騒音

の年次推移を把握するため、年間を通じて継続的に騒音を測定できる

地点に選定すること、③地域全体のバランスを考慮すること、という

基本的な考えに基づいて設置しております。現状において合理的かつ

十分な監視体制ができていると思っております。香取・神崎地区につ

きましては、今後騒音の大きな変化により常時測定局の配置に見直し

の必要が生 じた場合には改めて ご相談 したいと考えてお ります。香

取・神崎地区における短気騒音測定については、航空機の運航等を踏

まえ、その実施及び結果の公表については市町と協議して対応してま

いりたいと考えております。なお、香取市の騒音調査は 4月 に実施す

る予定でございます。空港会社としましては、現在、平日の午前 9時
から午後 5時 まで、北地域相談センター、これは成田市花崎町の千葉

交通ビルにございます。それから、空港情報センター、これは芝山鉄

道芝山千代田駅付近にございます。それから、NAA情報コーナー、こ

れは NAAの本社内にございます。この 3カ 所におきまして成田空港

を離着陸する航空機の飛行コース情報を公開しております。これまで

6000ft未 満の航跡でしたが、3月 下旬より出発機は 10000ft内 、到着

38



機 は 8000ftと 、情報公開の範囲 を拡大す る予定で ございます。 また、

情報公開範囲の拡大 に併せ ま して、茨城地域相談セ ンター にお いて も

公開できるよ う準備 を進めてお ります。なお、イ ンターネ ッ トの情報

公開を含 め ま して、飛行 コースの公 開方法等 につきま しては関係機関

と協議 を始 めたい と考 えてお ります。以上で ございます。

【小堀委員長】 2番 目の、空港周辺 アクセス道路 の整備充実 につい

て、千葉県 の方か らお願 いいた します。

【千葉県 (渡 邊次長 )】 国道 51号線の全線 4車線拡幅で ございます
けれ ども、現在 国 におきま して交通混雑の緩和 と交通安全の確保 を目

的に、成 田拡幅、大栄拡幅、北千葉拡幅の事業が進 め られて いるとこ

ろで ございます。県 としま しては、実施 中の事業区間が早期 に完成 さ

れ るよ う国 に働 きか けてい くとともに、残 る区間 について も順次整備

が図 られ るよ う要望 して まい ります。

国道 356号 につきま して は、香取市篠原地先か ら香取市佐原イ地先

間、約 1.9kmの 4車線化整備 を実施 してお りま して、平成 20年 5月

に広域交流拠点箇所 に接す る約 0.6kmを 暫定 2車線で供用 した ところ
で ござい ます 。 また 、東庄 町新宿 地 先か ら香 取 市 小見 川地 先 間、約

8.7kmの バイパス整備 を実施 してお りま して、平成 20年 度 まで に小

見川側か ら約 4.7kmを 供用 した ところで ございます。残 る区間につき

まして も引き続 き整備推進 に努めて まい ります。

県道成 田小見川鹿島港線 につきま しては、現在、成 田市取香、成 田

市川上、香取市沢 、香取市竜谷工区等 の整備 を進 めて いるところで ご

ざいま して、 引き続 き事業の進捗 に努めて まい りたいと思 います。

県道成 田下総線 の国道 356号 バイパスヘの延伸整備 につきま しては、

現在進めて いる市町道事業 と県道事業の進捗状況 を勘案 しなが ら検 討

して まい ります。

首都圏中央連絡 自動車道大栄 一横芝間 につきま しては、成 田小見川

鹿島港線 イ ンターチェンジ も含 め、現在国にお いて構造物 の設計等が

進め られて いるところで ございま して、 この区間は圏央道で唯一開通

目標が明示 されて いない ことか ら、早期 に本格的な事業 に着手 し、一

日も早い完成が図 られ るよ う、県 と して は引き続 き国 に強 く働 きか け

て まい ります。

圏央道神崎町のハイ ウェイオアシス につきま して は、町が設置 しま

した国・ 高速道路会社、県等で構成 します神崎イ ンターチ ェンジ周辺

地域整備事業 ワーキ ング部会 におきま して、道 の駅 と一体 とな った神
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崎パーキングエリアの設置の検討を行っているところでございます。

県としてはその具体化が図られるよう支援 してまいりたいと存 じます。

以上でございます。

【小堀委員長】 あ りが とうございま した。3番 目の周辺対策交付金

の充実及び使途拡大 について、4番 目の地元雇用確保 につ いて、 これ

を連続 して NAAか らよろ しくお願 い します。

【NAA(行 方部長 )】 3点 目の周辺対策交付金の充実及び使途拡大 に

ついて回答 させていただきます。教育施設等公共施設 の整備 につきま

して は今年度か ら周辺対策交付金の使途拡大 を行 い、防音工事 の助成

を受 けて いな くて も騒音下 の地域 にある教育施設や地 区所有の集会所

の整備や改修費用 につ いて交付金の対象 とさせて いただいてお ります。

消防施設の整備 につきま して も航空機の災害等 に対応す るとい う理 由

か ら交付金 の使途 に含 まれ、従来か ら整備 内容 に応 じて協力 させて い

ただいて いるところで あ ります。今後 も具体 的な ご要望が ございま し

た ら可能な限 り対応 して まい りたいと考 えてお ります。

また、騒音測定装置の切 り替えや空港都市づ くリプランを基軸 とし

た まちづ くりにつ いて も、具体 的なお話 を伺 いなが ら対応 して まい り

たい と考 えてお ります。なお、騒音測定装置の維持管理費 につ いては

普通交付金 を充 当 して いただ くことができる こととな ってお ります。

最後 に、4点 目の地元雇用確保 について回答 させて いただきます。

2011年 の空港 内従業員実態調査結果 によれ ば、2008年 の調査時 に比

べ約 9000人 以上の従業員 の方 々が減少 してお りま した。現在、欧州

の経済不安 による世界経済 の低迷、成 田空港 につ いて も震災の影響 に

よ り航空需要が昨年度 は落ちてお りますが、現在 、震災 の影響か ら順

調 に回復 して いるところで ございます。今年 の夏 には LCCの 新規就航

ができるな ど、本年度空港容量拡大 に併せ、既存 の航空会社 の路線拡

充、新規航空会社の乗 り入れが見込 まれてお り、今後 の成 田空港の拡

充・ 発展 に併せて事業者数、従業員数 ともに回復 し、増加 して い くも

の と考えてお ります。空港会社 と しま しては、空港が地域 と共生 して

い くため には、空港が もた らす経済効果 を一層活用 して い く必要があ

り、安定的な雇用 の確保及び雇用 の さ らな る創 出には空港 のさ らな る

発展が必要 と考 えてお ります。地域 の皆様の ご理解 をいただきつつ、

地域 と一緒 にな って頑張 って まい りたいと考 えてお ります。

なお、NAAの 地域相談セ ンター において、周辺の皆様 の就職 につい

て もご相談 を承 ってお りますので、よろ しくお願 い したいと思 ってお
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ります。以上でございます。

【小堀委員長】 以上ですが、宇井委員、よろしゅうございますか。

どうもありがとうございました。

今までは千葉県の方でございましたけれども、今度は茨城県を代表

しまして河内・稲敷地区部会の野高委員よりよろしくお願いします。

【河 内・稲敷地 区部会 (野 高委員 )】 河 内・稲敷地区部会 を代表 しま

して 4点 ほ ど要望 いた します。

1点 目は飛行 コース につ いてです。標準飛行 コース を逸脱 して飛行

す る航空機 につ いては年 々減少傾向にあ りますが、一部改善 されな い

面が見受 け られ、住民か ら苦情が寄せ られ るので、よ リー層の改善 を

要望 します。また、夜間 22時 台の発着 回数 について、極 力便数の削減

を行 うよ う要望 します。

2点 目で ございますが、騒音常時測定局の位置見直 し及び増設等 に

ついてです。現在 の騒音常時測定 局は飛行 コースか ら離れているとこ

ろがあ り、騒音測定結果 に疑間が残 ります。飛行 コース に合 った設置

場所への見直 し検 討 を して いただき、現在稲敷市 に 10局 、河内町 に 4

局あるのに加 え、さ らに桜川地 区 1局 、江戸崎地 区 1局 の増設 を要望

します。

3点 目で ございます。騒音対策 区域 の拡大 につ いてです。民家防音

第 1種 区域 の拡大 を強 く要望 します。直ちに民家防音第 1種 区域 の拡

大ができな い場合 は、稲敷市 も隣接 区域 に含 めて いただき、騒音被害

を受 ける住 民 に対す る民家防音対策 について、 さ らな る柔軟な対応 を

お願 い します。

4点 目で ございます。容量拡大 に伴 う茨城県 南地域 の発展 について

です。年間発着回数 30万 回を目指す に当た り、住 民か らの問い合わせ

や苦情及び要望な どが多 くな る ことが考 え られ るため、 これ らの対応

につ いて遺漏 の無 いよ うお願 いいた します。 また、発着回数が増える

ことによ る経済的効果が茨城県南地域 にも波及 し、空港周辺 自治体 と

して空港 とともに発展できるよ う、空港への重要 アクセス道路であ り

ます国道 408号 線 の設備拡充 を行 っていただき、空港関連企業等の進

出を促すな ど、十分配慮 していただ けるよ う要望 します。

以上 4点 について、よろ しくお願 い します。重複 して いるところは

簡単で結構です。

【小堀委員長】 どうもありがとうございました。各機関の方からご
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回答 をお願 いいた します。 1番 目の飛行 コースにつ いては中坪空港長

の方 か ら。騒音常時測定 局の位置見直 し及 び増設等 につ いて は NAA
か ら。防音対策 区域 の拡大 につ いては二つ に分 けます。騒防法第 1種

区域 の拡大 につ いては国土交通省成 田室長の方か らお願 い します。民

家防音対策の さ らなる柔軟な対応 については NAAか らお願 い します。

容量拡大 に伴 う茨城県南地域 の発展 につ いて は二つ に分 けます。住 民

への対応及び茨城県南地域の発展 については NAAか らお願 い します。

空港 アクセスの道路整備 については茨城県 か らお願 い します。

【国土交通省 (中 坪空港長)】 先ほど香取・神崎地区部会及び成田部

会からのご質問とも一部重複しているところがございますので、簡単

にご説明させていただきます。成田空港におきまして騒音の影響を極

力小さくするという考え方に基づき標準飛行コースが設定されている

ところでございまして、それに基づいて航空会社への周知を徹底して

いるところでございます。今後とも周知 0指導というのは徹底してま
いりたいと考えております。しかしながら、航空機の増加、特に到着

航空機の増加もございますので、安全確保、悪天候回避等のため、面

的な飛行をする場合もございますので、その点については引き続きご

理解賜れればと考えてお ります。22時以降の発着回数につきましては、
地元との合意を遵守するために引き続き 22時 以降の航空機の運航状

況を注視してまいりたいと考えております。

【NAA(行 方部長)】 2点 目の騒音常時測定局の位置見直し及び増設

等について回答させていただきます。香取・神崎地区部会と同様の回

答になりますけれども、現在、茨城県内の航空機騒音については茨城

県が設置した 10カ 所及び空港会社が設置した 4カ 所、計 14カ 所、稲

敷市 9カ 所、牛久市 1カ 所、河内町 4カ 所で常時測定局が 24時間連
続で測定を行ってお ります。空港会社の常時測定局については茨城県

及び関係自治体と協議の上、①運航が集中する標準飛行コースの下に

設置すること、②航空機騒音の年次推移を把握するため、年間を通じ

て継続的に騒音を測定できる地点に選定すること、③地域全体のバラ

ンスを考慮することなどの基本的な考えに基づいて設置し、騒音監視

を行っております。ご要望の常時測定局の設置につきましては、今後

の飛行コースの変更に伴う航空機の運航や騒音の変化等を勘案 し、茨

城県と相談しながら検討してまいりたいと考えております。

続 きま して防音対策 区域 の拡大 について【国土交通省 (加 藤室長)】
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で ございます。第 1種 区域 の拡大 につ いてです けれ ども、現在、成 田

空港 の周辺地域 にお いては騒防法 に基づいて第 1種 区域 に設定 された

区域 、 これ は W値 で 75以 上の区域 とな ってお りますが、 こういった

区域 につ いて防音工事 の助成 を行 って いるところで ございます。第 1

種 区域 に設定 された区域値 は法律の制度 に基づ く指定で ございますの

で、成 田空港のみな らず、他 の空港 との関係、制度全体 との関係 もご

ざいます ので、直 ちに環境基準 を引き下 げる とい うことは容易な こと

で はない と認識 して いるところで ございますが、地域 の皆様方か らそ

のよ うな ご要望が あった とい うことは重 く受 け止 めた いと思 ってお り

ます。以上で ございます。

【NAA(行 方部長 )】 3点 目の民家防音対策 について、さ らな る柔軟

な対応 とい うところについてで ございますが、茨城県 内 にお いては 14

局の常時測定局が設置 され、年間航空機騒音の推移 を把握す るな ど、

騒音監視が行われてお ります。 さ らに、空港会社で は成 田空港 に近接

した 3カ 所、田川、下 田川及び金江津で騒音区域検 証のための短期測

定 を夏季・ 冬季 にお いて実施 してお ります。昨年度 は これ らの測定地

点のいずれ にお いて も騒防法第 1種 区域 の基準値である 75W以 下 とい

う結果が得 られてお ります。 また、現在、成 田空港 に乗 り入れて いる

機材の小型化、低騒音化が進んでお り、今後 も騒音の影響範囲は小 さ

くな って い くもの と予測 されてお ります。 このよ うな状況 を勘案 いた

します と、現時点で さ らな る第 1種 区域 の拡大は難 しいもの と思われ

ます。なお、今後 も引き続 き常時測定局で騒音監視 を実施す るととも

に、短期測定 を夏季 と冬季 に実施す る ことと してお りますが、短期測

定場所、測定回数等、 ご要望が あれ ば関係 自治体 と協議 しなが ら対応

して まい ります。 また、実体 を把握 の上、第 1種 区域 の基準値 を超 え

る場合があれ ば速やか に対応 して まい りたいと考 えてお ります。また、

騒防法の第 1種 区域 に隣接 した区域 にお ける住宅防音工事 については、

現在、共生財団や河 内町の事業 として実施 されて いる ところで ござい

ますので、稲敷市での隣接 区域 の指定 につきま しては、第 1種 区域 に

指定 されて いな い ことか ら困難で あると考えてお ります。で も、 まず

具体的 にお話 を伺 いなが ら協議 させていただ きた いと考 えてお ります。

次 に、4点 目の空港容量拡大 に伴 う茨城県南地域 の発展 について回

答 させて いただきます。成 田空港 は空港づ く りや地域づ くりを念頭 に

置 いて、 これか らの住民か らの問い合わせな どに速やか に対応 して ま

い りたい と考 えてお ります。空港周辺地域 とい う概念 には千葉県 、茨

城県 の区別 はな い と考 えてお りますので、今後 の容量拡大 によ り茨城
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県南地域が空港とともに発展していくよう、空港会社ができることに
ついては可能な限り協力させていただきたいと考えております。以上

でございます。

【小堀委員長】

す。

道路整備 について、茨城県か らよろ しくお願 い しま

【茨城県 (飯 田副参事 )】 茨城県環境対策課飯 田で ございます。国道

408号線 の整備拡充 につきま して、担 当部局 とも協議 して まい りま し

たので回答 させていただきます。並行 して計画 されて いる圏央道 の未

開通の稲敷イ ンターチ ェンジか ら東関東道間の整備状況や国道 408号
の交通量 の推移 を見なが ら検 討 しま して、設備拡充 の事業化の検 討 を

して まい りた いと考 えてお ります。以上で ございます。

【小堀委員長】 野高委員、よろ しゅうございますか。時間が迫 って
まい ります と私 も早 口にな って しま うのですが、回答者 も早 口にな っ

てきつつあ ります け ども。最後 に、成 田空港か ら郷土 とくらしを守 る

会 0岩 田委員、よろ しくお願 いいた します。

【成 田空港か ら郷土 とくらしを守 る会 (岩 田委員 )】 成 田空港か ら郷

土 とくらしを守 る会の岩 田と申 します。よろ しくお願 い します。

1点 目です けれ ども、成 田空港の需要 の見通 しについて、 これ を建

前 とかそ うい うもの じゃな くて、実際 にどうい う伸び を見込 んで いる

のか、それ をお聞かせ願 えれ ば と思 うのですね。 とい うのは、今 まで

の高度成長下 のや り方 とい うのが、工事 をつ くる ことで過剰な需要 の

見通 しとい うのか、希望 と言 った らいいので しょうか、そ うい うもの

でや ってきたよ うな気がす るのですね。そ うい うところで例 えば関空

なんか もあれだ け莫大な赤字 をつ くり、そ の対岸 にある泉佐野市なん

て い うのはついに市の名前 さえ も売 り出す と。破綻状態の財政だ とい

うことにな って しまって いるわ けですね。今回 も 30万 回容量拡大 とい

うことなのです けれ ども、あま り先走 って どん どん投資 を してい くと、

結局借金 を増やす ことにな らないだ ろうか とい う心配があるわ けです

ね。それ を科学的にと書きま したのは、科学 的 とい うのは難 しいので

はな いか と。確 か に、生き物ですか ら科学的 にとい うことは難 しいか

もしれ ませんけれ ども、本 当に 30万 回が 2015年 まで にな るのか どう

か とい うことをお伺 い したいとい うことなのです。

2点 目は、昨年 11月 21日 に米軍のチ ャーター機が燃料不足だ とい
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うことで成 田空港 に臨時着陸 した と。 この問題 につ いて、我 々の会、

平和塔奉賛会 もそ うなのです けれ ども、成 田空港 は純然たる民間空港

であ り、軍事利用は一切 しない。米軍の民間チ ャー ター機、これ は MAC
と言 うらしいのです けれ ども、それの使用 も一切認 めな いとい う約束

を文書で交わ して いるわ けですね。それ について空港会社の森 中社長

あて に質問書 を出 しま した らば、森 中社長 は、そ の約束 とい うのは今

後 も守 るとい う回答 をいただいて、 ほっと安心 して いるわ けなのです

けれ ども、こういうことが今後 も続 くよ うだ と問題だ と思 うのですね。

しか も、今 回の民間チ ャー ター機 の着陸 とい うのは非常 に怪 しいとこ

ろがある。 ある意味確信犯的な ものが あるので はな いか とい う気がす

るのですね。とい うのは、横 田を目指 していた と言 うのです けれ ども、

横 田は成 田か ら 100km以 内ですよね。 100km未 満の ところにも飛ベ

な いよ うな燃料不足 とい うことはあるだ ろ うか と。 もしそんな ことに

な った らば大変な ことですか ら、民間機だ った ら多分 もっと手前の空

港、例 えば千歳 とか、そ うい うところで燃料補給 を して、それか ら飛

んで い くのが一般的な常識 じゃな いか と思 うのですね。それ をぎ りぎ

りまで、成 田まで持 って くるとい うこと自体がおか しいとい う気がす

るのです よ。 しか も、横 田に行 くと言 いなが ら、燃料補給 を した らそ

のまま嘉手納 まで行 って しまった とい うのですね。そ うす ると、 もと

もと嘉手納へ行 くつ も りだ ったので はないのか と。燃料不足 を理 由に

して成 田で燃料補給 して嘉手納へ行 っちゃった とい うのが実態なん じ

ゃないか とい う気がす るわ けです よね。そ こでお伺 い したいのは、以

前 にもこのよ うな臨時着陸 とい うのが成 田空港で行われたのか どうか。

我 々は新 聞報道で知 ったわ けですよね。だか ら、 もし新聞報道なんか

がな けれ ば我 々は今 までわか らなか ったわ けです。ですか ら、 こうい

うのがあったか どうか。 これ は国会議員 の方 を通 じて国土交通省の方

に聞いて もらった らば、国土交通省の方 は調査 をいた します とい う返

事だ った らしいのです けれ ども、私 の ところにはまだそ の国会議員 の

方か ら返事が あった とい う話 はないのですね。今後、安全上、人道上

の問題 もあ りますか ら、本 当に機材 の故障か何かで どうして もこれ は

墜落 しそ うだか ら降 ろ して くれ と。 これ はや む を得な いと思 うのです

よ。ただ、今回のよ うな、何だかわか らないけ ど、わ けのわか らな い

燃料不足で もって着陸 とい うのはもうや らな いでほ しいとい うことを

ちゃん と米軍側 に もきちっと申 し入れて いただきたい とい う気がす る

わ けです。

3点 目です けれ ども、運用時間の延 長問題なのです けれ ども、例 え

ばエアアジア 0ジ ャパ ンの社長の 2月 2日 の記者会見で、成 田空港 も
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23時以降 に着陸で きるよ うに して ほ しい とい うことを言 ったそ うで

すね。それか ら、県が依頼 したのか、千葉総研 の研究報告で も 23時以

降の着陸 をとい うことを言 っているわ けなのですね。 これ につ いて も

会社の方ではそ うい うことは今 まで どお りです とい うお答 えだ った と

思 うのです けれ ども、実際今で も騒音下の住 民 とい うのは睡眠時間は

7時間 しかないわ けなのですよね。 ところが、例 えば WHOな んかで

す と、人間が健康 に生活す るため に必要 とす るのは 8時間必要だ と。

ところが、8時 間静かな時間があつたか らといって 8時 間きちつと寝

られ るわ けではない。なぜか といえば、その前後、眠 りに入 る時間が

あ りますか ら、どうして も 10時 間 くらいは夜 の静穏な時間帯が必要な

のだ とい うことを言 って いるわ けですね。そ うい う考 え方 とか、医学

的なかな りの調査 に基づいて 2009年 に EUで は、欧州 WHOが 夜間騒

音ガイ ドライ ンというのをつ くりました。これ は夜間の屋外での騒音、

Lnightと 言 うらしいのです けど、これ も加重平均ですね。本来だ った

らば 40dBま です るのが理想だ と。ただ、それは とて も今の段階では

できな いか ら暫定 目標値 を 55dBと す ると言 って いるわ けです。 これ

もかな り厳 しい内容だ と思 うのです よ。 とい うのは、夜間の数値 とい

うのは昼間 に比べて 10倍 の加算が あ りますか ら。これで 55dBと い う

のはかな りの厳 しい 目標だ と思 うのです けれ ども、 こうい うガイ ドラ

イ ンを設定 して いると。 ところが、研究者 に言わせ ます と、夜間の騒

音の基準 に Lnight、 いわゆる加重平均 を使用す る ことは適切ではない

と。なぜか といえば、た った 1機で も睡眠 中に飛行機が飛べ ば、それ

で 目が覚める ことだ って ある。 しか も、 目は覚 めな くて も脳波なんか

の これ を見てみ ます と、かな り覚醒化す ると。そ うい うことが結局、

心臓疾患 とかそ うい うものへの危険性 をかな り高め るのだ とい う研究

結 果 が 出 て い る わ け で す ね 。 研 究 者 は 、 も しや る の だ っ た らば

LAmax,nightと 言 うので しょうか、私 も素人ですか らあま りよ くわか

りませんけれ ども、 こうい う基準 をちゃん と使用すべ き じやな いか と

言 って いるわ けです。 この前か ら環境省のほ うで は夜間騒音の研究 を

したよ うなのです けれ ども、 ところが これ については、実 は こんな分

厚 い報告書 を……

【小堀委員長】 簡潔 にお願 い します。

【成田空港から郷土とくらしを守る会(岩 田委員)】 はい。ところが、

それについては環境省の方の係の方は、この研究は失敗で したと。

2000万 かけたらしいのですけども、こういうことを言っているらしい
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のですね。そ うい う調査結果が あるのか どうか とい うことをお伺 い し

たいのです。

4点 目は、今 もいろいろ出て います けれ ども、騒音地域 の人 口流出

問題 とい うのは どこの空港で も問題 にな って いるのですね。 これはち

ょっとや り過 ぎだ と思 うのです けれ ども、小松飛行場で は、小松市が

第 1種 区域ですよね、 ここに家 を新築す る人については補助金 を出す

と。 100万 単位か何かの補助金 を出す制度 とい うのを始 めた らしいの

ですよね。それで何軒か家 を建てて住 む人が いると。 もちろん成 田の

場合 には相 当網がかか つて いますか ら、お いそれ とはできないのです

けれ ども、そ うい うよ うな ことまで して も何 とか騒音地帯の活性化の

ため に何 とか しよ うとい うのが あるわ けですね。そ うや って悩んでい

るのは成 田の騒音地域 の人たち も全 く同 じだ と思 うのですよ。 これ は

騒音 を減 らすのが一番です けれ ども、 これ は色 々な関係でなかなかで

きな い。そ うす ると、 これ に代わ るよ うな抜本的な地域振興策 を考 え

る必要が あるので はないか とい う気がす るのですね。例 えば、 これ は

騒音地域 じゃな いです けれ ども、過疎地なんかでよ くや るのは何か と

い うと、町が金 を出 して土地 を買 って、そ の土地 を永住す る人 に安 く

売 るとか、それで住むため に来て も らうとか、あるいは、若 い人向け

の安 い家賃 の集合住宅 をつ くって、そ こに所帯持ちみた いな若 い人た

ちを呼んで、それで活性化 を図るとか、 こうい うことをよ くや って い

る らしいのですね。そ うす ると、 これ は NAAな んか も協力 して、周

辺対策交付金なんか を使 って、そ うい うよ うな集合住宅 を騒音地域 に

建て るとい うのはち ょっと無茶ですか ら、それよ りもち ょっと外れた

比較的騒 音の少な い ところに建て ると。 しか も、そ こには若 い人で所

帯持ちの方 に入 っていただ くとか。 こうい うよ うな ことができないの

だろうか とい う気がす るのですね。そ してや って もらいたい。

5番 目です けれ ども、A・ B両 滑走路 の同時離発着運用の現状が どう

な っているのか。騒音だけではないのです。利用状況 も含 めて教えて

いただきたい。先 ほ ど、あま り騒音 は変わ らな いのだ とい う話が あ り

ましたけれ ども。

最後 6番 目です けれ ども、3年 前の フェデ ラル機の横転炎上事故 に

ついての経過報告 は出たのです けれ ども、最終的な調査報告書 とい う

のは出てないのですね。私 はまだ聞いた ことな いのです。 これが一体

どうな って いるのか。3年 もた って まだ出な いのだろ うか。なぜか と

い うと、 もしそ の原因が、例 えば空港の施設 とかそ うい うものにある

とすれば、その原 因に基づ いた安全対策 をと らな いと、また同 じよ う

な ことが起 こるのではないか と。 これ は一体 どうな って いるのだろ う
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か とい う気がす るのですね。 こんな に時間がかか って いいのだ ろうか

とい う気がす るのです。それ をち ょっと教えていただ けれ ばとい うこ

となのです。

よろ しくお願 い します。

【小堀委員長】 6問 いただきま した。 まず需要の見通 しについては

NAAの 方か ら。2番 目の米軍チ ャーター機着陸問題 について は国土交

通省 と NAAの 方か ら。運用時間の延長問題 も国土交通省 と NAA。 周

辺地域 人 口流 出問題への国 と会社 の見解 と対策 につ いては国土交通省

と NAAo A・ B両滑走路 同時離発着運用 の現状 につ いては国土交通省

の方か ら。 フェデ ラル機事故 の調査報告書はいつ出るのですか、それ

に基づ く対策 は とい うことにつ いて も国土交通省の方か ら、よろ しく

お願 いいた します。

【NAA(行 方部長 )】 回答 させて いただきます。1点 目の需要 の見通

しにつ いてで ございます けれ ども、先般発表 させて いただ いた 2012

年夏 ダイヤ定期航空会社別 スケジュール発着 回数で は、2012年 夏ダイ

ヤの週間発着回数 は総計で 3806回 で ございます。 これ を年間に換算

す ると約 20万 回 とな ります。この週間発着回数 の総計 は 2012年 4月

1日 か ら 14日 の平均であ りま して、これ以降、夏 ダイヤ期間中にも増

便が予定 されて いる航空会社が あ りますので、増 えて い くとい うこと

にな ります。また、2012年 冬ダイヤ にお いて も増便が見込 まれ ること

か ら、実際 には 20万 回 を超 える発着 回数が見込 まれ るとい うことで ご

ざいます。

なお、正式な 2012年 度の航空取扱量の需要予測 につきましては、5

月に予定 されて いる 2011年 度決算公表時 に合わせて公表す る ことに

な ってお ります。 また、中長期 的な見通 しにつきま しては現在検 討 し

ているところなので、もう少 し時間 をいただきたいと思 ってお ります。

【小堀委員長】 米軍チャーター機着陸問題につきまして、国土交通

省の中坪空港長、お願いいたします。

【国土交通省 (中 坪空港長)】 問 2に ついて回答申し上げます。成田
空港の開港に先立ちまして当時の空港公団と地元の関係者の間で取 り

決めがなされておりまして、成田空港の軍事利用はしないという認識

は現在でも変わっておりません。しかしながら、今般のケースでは当

該航空機から燃料不足による着陸を求める旨の要請があり、人道的見
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地から給油のための着陸を認めたものと聞いております。国としまし

ても、米軍の民間チャーター便が安易に目的地を成田空港に変更しな

いよう、適切な手段で運航会社に申し入れるよう成田空港会社に指導

しているところです。

【小堀委員長】 NAAの 方からもコメントしてください。

【NAA(行 方部長 )】  MACチ ャー ター につきま しては、当該チ ャー

ター機 はアンカ レッジか ら横 田に向か って いた もので、事前の成 田空

港へ の着陸計画 はな く、パイ ロッ トか ら燃料不足 によ り横 田までの運

航ができないので着陸 させてほ しい とい う要請が ございま した。最悪

の場合 には墜落 の可能性 もあった ことか ら、緊急避難的 に人道 上の見

地か ら着陸 を認 めた もので ございます。空港会社 としま して は、空港

建設 当時 に、成 田空港か ら郷土 とくらしを守 る会 との間で運輸省、空

港公団で交わ された 1972年 9月 20日 付の、一切の軍事利用 は行わな

い、米軍機の MACチ ャー ター については利用 させない旨の覚書 につ

いては当然の ことなが ら遵守 して まい りたい とい う認識 は今 も変わ っ

てお りません。 また、成 田空港 の歴史的な経緯 を踏 まえま して、ハ ン

ドリング会社 を通 じて、 この運航会社 に対 して、同様 のケースが発生

した場合 には他 の空港 を利用す る旨、既 に口頭で 申 し入れ は行 つてお

ります。以上で ございます。

【小堀委員長】 運用時間の延 長問題 について、国土交通省の成 田室

長、お願 いします。

【国土交通省 (加 藤室長 )】 特 にお尋ねのあった、我が国での騒音 と

睡眠の研究状況 について とい うことです けれ ども、国土交通省 にお き

ま しては騒音 と睡眠 に関す るよ うな ご指摘 のよ うな研究 というものは

行 ってお りません。環境省の方 にも問い合わせ を してみたのです けれ

ども、今の ところ我 々が聞 く範囲で は、ス トレー トに騒音 と睡眠の研

究 についての調査 を行 って いるとい うものはない とい うことで ござい

ま した。 また、基準云々につきま しては個 々人 によって大分異な って

くる こともございます ので、一律 に基準 をつ くるのは直ちには難 しい

のかな と考えて いるところで ございます。

【小堀委員長】 NAAか らもコメントしてください。
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【NAA(行 方部長 )】  運 用時 間の延 長問題、具体 的 には睡眠 と騒音
の問題 について回答 させて いただきます。2009年 の欧州 WHO夜 間騒

音ガイ ドライ ンの制定 について は承知 してお ります。騒音 と睡眠の研

究 につ いては現在 いろんな研究機関で進め られて いま して、いろいろ

な学説が あると聞いてお ります。定説 といった ものはまだな いのでは

な いか と思 って お ります 。 また 、 睡 眠 障 害 が Lnightで はな く、

LAmax,nightに よ ってや った方 が いいので はな いか とい うご指摘 で

ございます けれ ども、そのよ うな研究結果が ある ことも承知 してお り

ます。ただ、 まだ さまざまな学説が ございますので、睡眠 を保証す る

基準 を制定す る段階 には至 って いな いと認識 してお ります。成 田空港

では航空機騒音の睡眠障害の相関 にかかわ らず、今後周辺住民の皆様

が航空機騒音 による健康へ の影響が懸念 され るときには、又はそのよ

うな要望が あった場合 には 自治体 の方 に言 って いただきま して、そ の

よ うな ことを して いただけれ ば周辺対策交付金 を活用 して いただいて

健康調査 はできるとい うことにな ってお りますので、よろ しくお願 い

したいと思 ってお ります。空港会社 としま して は、夜間帯 の航空機騒

音 を減少す るよ りも、低騒音機乗 り入れ促進 を してお ります。2005年
に導入 された低騒音型航空機 ほ ど着陸料金単価 が安 くな るとい う料金

制度 の効果 もございま して、成 田空港で は国際民間航空機関 ICAOで
定め られたチ ャプター4に相 当す る低騒音機の割合が、制度導入時、

2005年 で ございます けれ ども、そ の当時が 55.8%。 5年 後 の 2012年
度 には 81.5%ま で達 してお ります。私 どもとしては、夜間だけでな く、

飛来す るすべての航空機 の低騒音化が図れ るよ う努 めて いるところで

ございます。 また、地域 の皆様 と約束 して いる運航時間につきま して

も、航空機 の離発着が 23時 以降行われな いよ う、引き続 き注意 して ま

い りたいと考 えてお ります。以上で ございます。

【小堀委員長】 周辺地域 人 口流 出問題への国 と会社の見解 と対策 に

ついて、まず国土交通省の成 田室長の方か らお願 い します。

【国土交通省 (加 藤室長 )】 地域 の皆様が人 口の減少 に悩んで いると

い うのは我々 と して も共有 した い と思 います。そ こに限 らず、我が国

全体が人 口減少社会 を迎えるに当た って、 これか らどうや って活力 を

維持 して い くのか とい うのは非 常 に大きな課題だ と思 ってお ります し、

地域 にお いて も大きな悩み にな って いると思 って いる ところで ござい

ます。ただ、そ ういった ことに対 して、ご提案 のあった ことも含 めて、

どうい う形で対応 して い くのか とい うことについて は、特 に ご提案 の
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あったような内容につきましては、まずは市町も含めた地域の皆様方

で検討をしていただくべきものではないかと考えているところでござ

います。以上でございます。

【小堀委員長】 NAAの 方からもお願いします。

【NAA(行 方部長 )】  成 田空港周辺地域 につ いて は将来的 に大 きな
ポテ ンシャルが秘め られていると私 どもは認識 してお ります。例 えば、

空港会社が所有す る土地 を集約化す るな どして、地域振興のために有

効利用 させて いただきたい と考えてお ります。空港会社の所有す る土

地 を活用 した地域振興策 と、地域 の活 力 とな る施策 に、関係市町 とと

もに協議・検 討 して いきたい と考 えてお ります。 ご提案 の、騒音区域

に若 い人 を呼び込む施策 につきま しては、具体的 に市町の方か ら出て

きた ときには関係機関 と協議 しなが ら協 力 して まい りたい と考 えてお

ります。

【小堀委員長】 AOB両 滑走路 同時離発着運用の現状 については東京

航空局の部長様 の方か らお願 い します。

【国土交通省 (工 藤部長 )】 東京航空局の工藤か ら回答 させて いただ

きます。成 田空港 におきま して は、 さ らな る容量拡大 に当た りま して

可能な限 り騒音影響範囲を拡大 させな い とい う周辺環境への配慮か ら、

平行滑走路 よ り同時 に離陸す る二つの機体 を、離陸直後か ら 15度 分岐

させ るとい う国際基準 とは異な る同時平行離陸方式 を採用す る ことと

いた しま した。 この同時平行離陸方式で ございます けれ ども、 フラン

スのシャルル・ ド・ ゴール空港 、 ドイ ツの ミュンヘ ン空港、米国ダ ラ
ス空港な どで現在行 っている実績が ございます。 この方式の導入 に当

た りま して、成 田空港 にお いて も安全性 の検 証 を行 いま した。そ の結

果 として、離陸後の航空機 を監視す る管制官の配置 を行 ってお ります。

また、悪天候 の ときには この方式の適用 を中止す るとい う対策 を講 じ

る ことによ りま して、運航 の安全性 を確保 しなが ら運用 を行 って いる

ところで ございます。利用 の状況で ございます けれ ども、同時平行離

着陸方式は昨年 10月 20日 か ら運用 を開始 してお ります けれ ども、5

カ月ほ ど経過 してお りますが、2011年 冬 ダイヤ におきま しては同時離

陸の適用時間は午前中の 2時間ほど、同時着陸の適用 につきま して は

午後 の 3時 間程度の運用 を行 っている現状で ございます。
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【小堀委員長】 最後のフェデラル機事故の調査報告書はいつ出るの

か、それに基づく対策はということについては、国土交通省・中坪空

港長、お願いします。

【国土交通省 (中 坪空港長)】 フェデラル機事故の調査報告書とその

対策についてのご質問でございますけれども、3年 前に発生しました

フェデラルエクスプレス コーポレーション所属の機体の航空事故で

ございますけれども、これにつきましては、独立した機関でございま

す国土交通省運輸安全委員会が調査を行っております。運輸安全委員

会におきましては航空事故調査の経過報告についてというのを公表し

ておりますけれども、その中で、今後一層の事実調査及び解析を進め、

さらに原因関係者からの意見聴取及び調査参加国への意見照会を実施

することとなる。そのため、最終的に報告書を取 りまとめるまでには

なお時間を要すると見込まれる、というふうにしているところです。

現段階では報告書案が作成された後、運輸安全委員会が審議をしてい

る段階である旨、公表されております。今後運輸安全委員会で議決さ

れますと航空事故報告書が公表されますので、公表されましたらその

報告に基づく所要の対処を行っていくものと考えております。

【小堀委員長】 岩田委員、よろしゅうございますか。どうもありが

とうございました。

これで本日の議案のすべてを終了いたしました。委員長の不手際で

20分 ほどオーバーして しまいましたけれども、長時間にわたり貴重な
ご意見等いただきまして誠にありがとうございました。これらのご意

見を NAAと しましては今後の対策、地域共生策に反映させ、皆様か

らのご要望におこたえできるよう、なお一層の努力をしてまいりたい

と思っております。今後とも引き続きご支援・ご協力のほどを心から

お願い申し上げまして、本 日の会を終わ りにさせていただきます。本

日は誠にありがとうございました。

【司会】 これをもちまして第 38回成田国際空港騒音対策委員会を閉
会させていただきます。本 日はお忙 しい中、誠にありがとうございま

した。
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本議事録は相違ないことを証する。

平成 24年 9月 4日

第 38回成田国際空港騒音対策委員会委員 多古町長  菅澤 英

第 38回成田国際空港騒音対策委員会委員 河内町長  野高 貴








